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Ⅰ
．
は
じ
め
に

　

三
菱
合
資
会
社
は
、
一
九
〇
六
年
四
月
本
社
直
轄
の
香
港
・
上
海
両
支
店
を
開
設

し
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
三
菱
門
司
支
店
所
属
で
あ
っ
た
漢
口
出
張
所
を
三
菱
合
資
本

社
直
轄
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
菱
は
東
ア
ジ
ア
海
外
直
轄
三
支
店

体
制
を
一
挙
に
築
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
長
期
的
視
点
か
ら
東
ア
ジ
ア
営
業
網

の
戦
略
的
再
編
成
を
意
図
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
で
き
る
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
三
菱
の
漢
口
、
上
海
の
両
支
店
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た

の
で
、小
論
で
は
続
稿
と
し
て
香
港
支
店
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
も
と
も
と
、

三
菱
傘
下
の
各
支
店
は
、
三
菱
の
生
産
す
る
石
炭
や
銅
を
販
売
す
る
た
め
に
開
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
支
店
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
立
地
条
件
に

よ
っ
て
特
別
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
第
一
に
香
港
支
店
の
事
業
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な

る
。
以
上
の
作
業
に
よ
っ
て
、
三
菱
合
資
の
東
ア
ジ
ア
海
外
直
轄
三
支
店
に
つ
い
て

も
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

【
論
説
】
三
菱
合
資
会
社
香
港
支
店
の
事
業
展
開

畠

山

秀

樹
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と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
香
港
は
当
該
期
に
お
い
て
世
界
屈
指
の
国
際
貿
易
港

で
あ
り
、
ま
た
中
国
大
陸
沿
岸
を
結
ぶ
海
運
の
枢
要
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
香
港
に
お
け
る
石
炭
需
要
も
上
海
と
な
ら
ぶ
大
市
場
を
形
成
し
て
い
た
。

小
論
で
は
、
石
炭
を
塊
炭
、
粉
炭
、
切
込
炭
と
い
う
形
状
を
基
本
と
す
る
炭
種
別
に

香
港
石
炭
市
場
を
整
理
し
て
、
三
菱
香
港
支
店
の
売
炭
活
動
を
具
体
的
に
分
析
す
る

こ
と
が
第
二
の
課
題
と
な
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
香
港
に
お
け
る
石
炭
需
要
の

変
化
も
よ
り
明
瞭
と
な
ろ
う
。

　

第
三
の
課
題
は
、
香
港
支
店
の
経
営
収
支
を
「
決
算
勘
定
書
」
を
利
用
し
て
分
析

す
る
こ
と
で
あ
る
。
香
港
支
店
は
、
漢
口
・
上
海
の
両
支
店
が
雑
貨
取
引
に
進
出
し

た
の
に
対
し
て
、
石
炭
販
売
以
外
に
手
を
広
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
香

港
支
店
の
決
算
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

小
論
で
は
、
叙
述
の
対
象
と
す
る
時
期
は
原
則
と
し
て
香
港
支
店
の
開
設
か
ら
決

算
勘
定
書
の
利
用
可
能
な
明
治
末
ま
で
と
し
て
い
る
。
香
港
支
店
に
つ
い
て
の
史
料

は
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
断
片
的
に
僅
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

上
述
の
時
期
に
お
い
て
も
な
お
十
分
な
解
明
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
三
菱
香
港
支
店
を
直
接
に
対
象
と
し
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
小
論
は

当
該
領
域
に
お
け
る
三
菱
財
閥
史
研
究
の
空
白
域
を
少
し
で
も
埋
め
る
こ
と
と
な
ろ

う（
　
）
１

。

　
Ⅱ
．
使
用
史
料
に
つ
い
て

　

小
論
で
使
用
す
る
三
菱
合
資
会
社
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
第
１
表
に
示
す

よ
う
に
、
略
称
の
形
で
引
用
す
る
。

　

同
表
の
『
年
報
』、『
月
報
』、
お
よ
び
『
社
業
統
計
輯
覧
』
に
つ
い
て
は
、『
三
菱

史
料
館
論
集
』
第
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）、同
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
紹
介
・

解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
第
１
表
に
つ
い
て
は
、
三
菱

経
済
研
究
所
編
『
三
菱
関
係
文
献
目
録
』
一
九
七
九
年
、
お
よ
び
三
菱
総
合
研
究
所

編
『
旧
三
菱
合
資
会
社
及
び
三
菱
本
社
等
関
係
資
料
目
録
』
一
九
八
八
年
、
も
参
照

さ
れ
た
い
。

略称

『支店勘定書』Ⅰ

『支店勘定書』Ⅱ

『支店勘定書』Ⅲ

『支店勘定書』Ⅳ

『年報（門司）』1896年度

『年報（門司）』1904年度

『年報（漢口）』1907年度

『記事月報』第1～77号

『年報』1912～1925年度

『統計輯覧』

（注） 1．史料（1）～（4）は、三菱合資会社資料課において、1928年5月謄写。
2．史料（5）～（7）については、（年報）を補った。略称欄（　）内は、引用した三菱の場所名
を示す。（門司）は、三菱門司支店。
3．史料（10）は、三菱合資会社総務課の編纂。
4．『年報』・『月報』については、『三菱史料館論集』第8号、2007年、参照。

第１表　使用史料一覧表

史料名

5．『社業統計輯覧』については、『三菱史料館論集』第9号、2008年、参照。
6．上記の史料類については、三菱経済研究所刊『三菱関係文献目録』1979年、および三
菱総合研究所編『旧三菱合資会社及び三菱本社等関係資料目録（一）』1988年，参照。

『社史附表　自明治27年至同30年　各支店決算勘定書』

『社史附表　自明治31年至同35年　各支店決算勘定書』

『社史附表　自明治36年至同40年　各支店決算勘定書』

『社史附表　自明治41年至同44年　各支店決算勘定書』

『（年報）29　一般通知・銀行・長崎・大阪・神戸・若松・門司』

『（年報）37　銀行・長崎・大阪・若松・門司』

『（年報）40　銀行・長崎・大阪・若松・門司・香港・漢口』

三菱合資会社『月報』第1～77号、1911年6月～1917年10月

三菱合資会社『年報』大正元年度～14年度

『社誌綱本附録　社業統計輯覧』1925年
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年 事　　　　項

1881 ・3月、高島炭坑買収（4月より経営開始）　・5月、高島炭坑長崎事務所開設

1888 ・12月、高島炭坑長崎事務所を三菱炭坑長崎事務所と改称（1890年12月、長崎支
店と改称）

1889 ・3月、新入炭坑買収　・4月、鯰田炭坑買収　・此年、芦屋若松出張所開設（同年12
月、芦屋炭坑出張所と改称）

1890 ・11月、下関三菱炭坑出張所開設（1894年1月、下関支店と改称）

1891 ・11月、若松三菱炭坑出張所開設（芦屋炭坑出張所を移転）

1893 ・1月、若松支店開設（若松三菱炭坑出張所を改称）　・7月、日本郵船会社に香港、
上海の売炭を委託

1894 ・１月、三菱社を改組して、三菱合資会社として営業開始　・3月、トリップに上海の売
炭代理店を委託（日本郵船とは解約）

1895 ・10月、神戸支店設置　・12月、門司支店開設（下関支店を移転）　・此年、ファルガ
ソン商会に芝罘売炭を委託（1897年4月、送炭中止）

1896 ・1月、三菱合資本社に売炭部設置　・10月、三菱合資本社に鉱山部（第1次）設置
・12月、ゼフリースに香港の売炭代理店を委託（日本郵船とは解約）

1898 ・此年、東肥洋行に漢口地方売炭を委託（1900年7月石炭委託販売協定締結）

1899 ・9月、三菱合資本社に営業部（第1次）設置（売炭部廃止）

1901 ・8月、神戸支店, 売炭自営開始

1902 ・7月、門司支店漢口出張所開設

1903 ・7月、唐津出張所開設（1910年10月、唐津支店と改称）

1904 ・9月、門司支店漢口出張所, 売炭自営開始（東肥洋行とは解約）

1906 ・4月、三菱合資本社直轄上海・香港両支店開設（両支店売炭自営開始、上海・香
港の売店代理店廃止）、同時に漢口出張所を三菱合資本社直轄とする　・7月、鉱
山部と営業部を統合して鉱業部を設置

1907 ・4月、漢口出張所、門司支店から会計独立　・6月、上海支店、門司支店から会計
独立　・7月、上海支店南京駐在員設置

1908 ・1月、梅田潔にウラジオストック代理店委託　・4月、香港支店、門司支店から会計
独立　・7月、漢口菱華公司開設　・10月、本社機構改革、鉱業部資本金1,500万円
とする

1909 ・5月、社炭元扱店一括買上制度実施　・11月、北京出張所開設

1910 ・6月、上海菱華公司開設　・10月、漢口出張所を漢口支店と改称

1911 ・1月、鉱業部を鉱山部（第2次、資本金1,200万円）と営業部（第2次、資本金300万
円）に分離　・2月、ボルネオ商会にシンガポール代理店委託

（注） 1912年5月、漢口、上海の菱華公司廃止。上海は都合により6月実際廃止。
〔出典〕 『三菱社誌』（19）～（22）、三菱商事（株）『三菱商事社史』資料編、1987年、『年報

（門司）』1896年度、および田中完三編『立業貿易録』1958年、より作成。

第2表　三菱海外店舗・代理店関係略年表
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Ⅲ
．
三
菱
香
港
支
店
の
開
設
と
整
備
過
程

　

１
．
香
港
支
店
の
開
設

　

三
菱
は
、
高
島
炭
坑
や
筑
豊
炭
田
・
佐
賀
炭
田
の
炭
坑
買
収
に
伴
っ
て
、
国
内
、

海
外
に
お
い
て
売
炭
機
構
の
整
備
を
進
め
た
が
、
概
略
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て

と
り
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
御
参
照
願
い
た
い（

　
）
２

。
こ
こ
で
は
第
２
表
に
よ
っ
て
、
香

港
支
店
の
開
設
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
再
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

三
菱
は
、
一
八
九
三
年
七
月
日
本
郵
船
会
社
に
香
港
、
上
海
の
売
炭
を
委
嘱

し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
長
続
き
せ
ず
、
翌
一
八
九
四
年
三
月
上
海
は
ト
リ
ッ
プ

（J.H
.T

ripp

）、そ
し
て
一
八
九
六
年
十
二
月
香
港
は
ゼ
フ
リ
ー
ス
（H

.U
.S.Jeffries

）

に
売
炭
代
理
店
を
委
託
し
、
日
本
郵
船
と
は
解
約
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
〇
二
年
七
月
三
菱
門
司
支
店
は
漢
口
に
同
支
店
門
司
出
張
所
を
開

設
し
た（

　
）
３

。
そ
し
て
一
九
〇
四
年
九
月
同
出
張
所
は
従
来
か
ら
の
売
炭
委
託
先
で
あ
る

東
肥
洋
行
と
は
解
約
し
、
売
炭
自
営
と
し
た
。
同
出
張
所
は
三
菱
合
資
の
海
外
店
舗

の
嚆
矢
で
あ
り
、
ま
た
海
外
店
舗
に
お
け
る
売
炭
自
営
の
嚆
矢
と
も
な
っ
た
。

　

日
露
戦
争
後
、
三
菱
合
資
本
社
は
東
ア
ジ
ア
へ
の
直
接
進
出
を
志
向
し
、
新
規
に

本
社
直
轄
の
香
港
・
上
海
両
支
店
を
開
設
し
、
両
地
に
お
け
る
売
炭
代
理
店
を
廃
止

し
て
売
炭
自
営
と
し
た（

　
）
４

。
こ
れ
と
同
時
に
、
門
司
支
店
漢
口
出
張
所
を
本
社
直
轄
に

移
し
、三
菱
合
資
本
社
は
東
ア
ジ
ア
海
外
直
轄
三
支
店
体
制
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
菱
香
港
支
店
は
本
社
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
営
業
網

再
編
成
の
一
環
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
直
接
的
目
的
は
、
売
炭
代

理
店
に
流
出
し
て
い
た
売
炭
利
益
を
取
り
込
み
、
販
路
を
直
接
開
拓
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
海
外
支
店
に
お
い
て
は
雑
貨
取
引
に
進
出
し

て
お
り（

　
）
５

、
立
地
条
件
に
よ
っ
て
は
売
炭
事
業
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
事
業
展

開
が
狙
い
と
し
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
．
香
港
支
店
の
整
備
過
程

　

香
港
支
店
の
整
備
過
程
を
ま
ず
人
の
体
制
か
ら
み
て
お
こ
う
。

　

第
３
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
主
管
者
一
覧
表
で
あ
る
。

在任期間 備考

・1908.4、上海支店長　・1909.11、門司支店長

・1911.8、神戸支店長　・1913.2、本社在勤

・1911.4、門司支店長　・1912.3、本社営業部副長

・1918.4、三菱商事常務取締役

・1913.2、神戸支店長　・1916.9、本社営業部金属課長

・1919.4、三菱商事取締役　・1919.8、同常務取締役

（注）

〔出典〕 『三菱社誌』（21）～（26）、三菱商事（株）刊『三菱商事社史』（資料編）1987年、34～35

第３表　三菱香港支店長

頁、より作成。

氏名

1．大石廣吉の在任期間の1911年4月は推定。前職は門司支店副長。
2．松木鼎三郎は1900年5月門司支店副長、1903～05年神戸支店副長、その後香港
代理店副長。
3．澁谷米太郎は1909年11月門司支店副長心得、1910年12月同副長。

松木鼎三郎

大石廣吉

澁谷米太郎

1906.4～1908.4

1908.4～1911.4

1911.4～1913.2
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同
表
に
よ
れ
ば
、
六
年
一
〇
ヵ
月
の
間
に
三
人
の
支
店
長
が
任
命
さ
れ
た
。
一
人

平
均
の
在
任
期
間
は
二
年
三
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
門
司
支
店
な
ど
の
国
内
支

店
と
ほ
ぼ
同
様
の
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
特
定
の
支
店
長
が
長
く
在
任
し
て
は

い
な
い
の
で
、
支
店
と
し
て
は
通
常
の
支
店
長
配
置
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

　
）
６

。

　

三
人
の
支
店
長
は
、
順
に
松
木
鼎
三
郎
、
大
石
廣
吉
、
澁
谷
米
太
郎
で
あ
っ
た
。

三
人
は
、
前
歴
と
し
て
共
通
に
門
司
支
店
副
長
を
経
験
し
て
お
り
、
門
司
支
店
が
海

外
要
員
養
成
の
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
松
木
は
香

港
代
理
店
助
役
か
ら
初
代
香
港
支
店
長
へ
の
昇
任
で
あ
っ
た
。
上
海
支
店
に
お
い
て

も
初
代
支
店
長
は
上
海
代
理
店
助
役
か
ら
昇
任
し
て
お
り
、
新
規
海
外
支
店
開
設
に

あ
た
り
、
三
菱
合
資
本
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
精
通
し
た
人
物
を
支
店
長
に
任
命

し
た
の
で
あ
る
。

　

大
石
は
、
一
九
〇
三
年
八
月
「
実
地
修
業
ノ
為
一
年
間
欧
米
滞
在（

　
）
７

」
を
命
じ
ら
れ

て
お
り
、
も
と
も
と
海
外
要
員
と
し
て
人
材
養
成
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
大
石

は
、
そ
の
後
一
九
一
八
年
三
菱
商
事
会
社
設
立
と
同
月
に
常
務
取
締
役
に
、
澁
谷
は

翌
十
九
年
取
締
役
（
の
ち
常
務
取
締
役
）
に
就
任
し
た
。
な
お
、
元
上
海
支
店
長
三

谷
一
二
や
元
漢
口
支
店
長
三
宅
川
百
太
郎
（
の
ち
取
締
役
会
長
）
も
取
締
役
に
就
任

し
て
い
た
。
三
菱
商
事
で
は
、
次
々
と
海
外
支
店
長
経
験
者
が
役
員
に
就
任
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
三
菱
商
事
の
創
業
期
に
、
こ
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
が
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
稿
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
漢
口
、
上
海
、
香
港
の

三
支
店
は
、
一
九
〇
六
年
四
月
そ
の
会
計
勘
定
は
三
菱
門
司
支
店
所
属
と
さ
れ
た（

　
）
８

。

そ
の
後
、
三
支
店
の
「
会
計
独
立
」
は
一
九
〇
七
年
四
月
漢
口
、
同
年
六
月
上
海
、

そ
し
て
一
九
〇
八
年
四
月
香
港
の
順
で
進
め
ら
れ
た（

　
）
９

。
上
海
・
香
港
両
支
店
の
開
設

が
同
時
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
香
港
が
遅
れ
た
事
情
に
つ
い
て
史
料
的
に
は

明
ら
か
で
は
な
い
。た
だ
、上
海
支
店
で
は
従
来
の
売
炭
代
理
人
を
一
年
間「
助
言
役
」

に
任
命
し
て
お
り（

　
）
10

、香
港
支
店
で
は
そ
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。し
た
が
っ

て
、
香
港
で
は
「
助
言
役
」
の
任
命
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
あ
る
い

は
こ
の
よ
う
な
差
が
、
香
港
支
店
の
会
計
独
立
の
遅
れ
に
繋
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

で
は
、
次
に
香
港
支
店
の
設
備
・
制
度
面
の
整
備
過
程
を
と
り
あ
げ
た
い
。

　

香
港
支
店
は
一
九
〇
六
年
六
月
、
ま
ず
社
有
貯
炭
場
の
整
備
に
着
手
し
た
の
で
あ

る
が
、『
三
菱
社
誌
』（
二
一
）
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
11

。

　
「
香
港
支
店
貯
炭
場
従
来
借
地
ノ
モ
ト
ニ
当
面
ノ
用
ヲ
充
シ
一
時
ヲ
彌
縫
ス
ル
ニ

止
リ
シ
モ
、
業
務
ノ
将
来
ヲ
顧
慮
シ
テ
適
当
ノ
地
所
ヲ
所
有
シ
、
社
有
貯
炭
場
ヲ
設

定
ス
ル
コ
ト
ニ
決
シ
（
略
）
九
龍
海
岸
第
四
拾
七
号
地
（
略
）
譲
受
契
約
ヲ
締
結
」

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
度
香
港
支
店
の
「
地
所
勘
定
明
細
表
」
に
は
、

社
有
貯
炭
場
取
得
経
費
合
計
二
八
四
、五
〇
四
ド
ル
が
計
上
さ
れ
て
い
る（

　
）
12

。
ま
た
、香

港
支
店
は
貯
炭
場
が
竣
工
す
る
と
、
一
九
〇
八
年
一
月
門
司
支
店
よ
り
小
蒸
気
船
を

一
五
、二
五
〇
ド
ル
で
譲
り
受
け
た（

　
）
13

。
小
蒸
気
船
は
、売
炭
自
営
に
伴
う
石
炭
の
揚
げ

降
ろ
し
や
引
渡
し
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
香
港
支
店
自
身
は
借
家
住
ま
い
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
店

開
設
か
ら
二
ヵ
月
後
に
は
貯
炭
場
は
借
地
か
ら
社
有
に
切
り
替
え
を
進
め
た
の
で
あ

る
が
、『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度
に
は
そ
の
狙
い
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る（

　
）
14

。
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「
我
社
石
炭
ノ
受
渡
ニ
係
ル
一
切
ノ
取
扱
ヲ
九
龍
倉
庫
会
社
ノ
手
ヨ
リ
放
シ
当
支

店
直
接
ノ
取
扱
ト
ナ
ス
コ
ト
ハ
前
年
度
ヨ
リ
ノ
計
画
ニ
シ
テ
土
地
ノ
買
収
事
務
員
ノ

増
加
倉
庫
会
社
ト
ノ
協
定
等
着
々
其
歩
ヲ
進
メ
今
ヤ
将
ニ
其
業
務
ヲ
開
始
セ
ン
ト
ス

ル
ニ
際
シ
不
幸
大
旋
風
ノ
襲
来
ニ
會
シ
我
貯
炭
場
ハ
之
レ
ガ
為
メ
大
破
ヲ
被
リ
暫
ク

予
定
ノ
計
画
ヲ
中
止
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
悲
運
ニ
遭
遇
（
略
）
貯
炭
場
修
繕
ニ
関

ス
ル
一
定
ノ
方
針
ヲ
立
テ
本
社
ノ
認
許
ヲ
得
テ
（
略
）
工
事
ニ
着
手
セ
リ
（
略
）
漸

ク
本
年
（
一
九
〇
七
年
…
筆
者
注
）
四
月
ニ
至
リ
工
事
全
般
ノ
竣
成
ヲ
見
タ
リ
（
略
）

五
月
一
日
ヨ
リ
運
炭
事
務
所
ノ
開
始
ヲ
為
ス
ヲ
得
タ
リ
」

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
香
港
支
店
は
石
炭
受
渡
業
務
を
当
初
九
龍
倉
庫
会

社
に
委
託
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
該
業
務
を
「
支
店
直
接
ノ
取
扱
」、
す
な
わ

ち
直
轄
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
社
有
貯
炭
場
の
取
得
が
進
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
ま
た
小
蒸
気
船
も
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た

が
、一
九
〇
七
年
五
月
一
日
よ
り
「
運
炭
事
務
所
」
は
業
務
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、

九
龍
倉
庫
会
社
貯
炭
分
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
同
社
の
取
扱
と
し
、
新
規
輸
入
分
よ

り
三
菱
香
港
支
店
の
受
渡
取
扱
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
七
月
一
日
よ
り
「
運

炭
ニ
関
ス
ル
業
務
一
切
ヲ
我
直
接
ノ
取
扱
ト
為
ス
ヲ
得
タ
リ（

　
）
15

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
多
額
の
資
金
を
要
し
た
石
炭
受
渡
業
務
直
轄
化
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度
に
よ
れ
ば
、
次
の

三
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
第
一
点
は
、「
其
結
果
得
意
先
ト
ノ
関
係
益
円
満（

　
）
16

」、「
荷
役
ノ
敏
速（

　
）
17

」
が
実
現

し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
顧
客
と
の
接
触
は
約
定
時
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
直
轄
化
に
よ
っ
て
そ
れ
は
直
接
的
か
つ
日
常
的
な
も
の
と
な
り
、
得
意
先
と

の
関
係
が
良
好
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
点
は
、「
我
貯
炭
場
ニ
生
シ
タ
ル
過
剰
炭（

　
）
18

」
の
利
益
で
あ
っ
た
。
同
『
年
報
』

に
よ
れ
ば
、
取
扱
開
始
か
ら
本
期
末
ま
で
に
、
一
〇
、二
〇
一
ト
ン
の
陸
出
し
よ
り

三
〇
〇
ト
ン
以
上
の
過
剰
炭
が
あ
り
、
一
年
間
四
万
ト
ン
の
陸
出
し
が
あ
れ
ば
年
間

一
、二
〇
〇
ト
ン
の
過
剰
炭
が
生
ま
れ
る
も
の
と
勘
定
し
て
い
た（

　
）
19

。一
ト
ン
八
ド
ル
と

仮
定
す
れ
ば
、
一
万
ド
ル
近
く
の
増
収
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
従
来
受
渡
委
託
先
の

利
益
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
点
は
、
門
司
積
高
と
香
港
揚
高
と
に
差
額
が
生
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
同

『
年
報
』
に
よ
れ
ば
、
上
記
と
同
じ
期
間
に
お
い
て
、
門
司
積
高
五
一
、一
二
四
ト
ン
、

こ
れ
に
対
し
て
香
港
揚
高
五
一
、三
六
三
ト
ン
、「
五
ヵ
月
間
ノ
間
ニ
約
二
百
四
十
屯

ノ
増
量
ヲ
得
タ
ル
コ
ト
ハ
前
ニ
述
ベ
タ
ル
貯
炭
場
ノ
過
剰
炭
ト
相
俟
ツ
テ
茲
ニ
特

筆
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ト
信
ズ（

　
）
20

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
単
純
計
算
で
年
間
「
増
量
」
は

五
七
六
ト
ン
、
前
記
貯
炭
場
過
剰
炭
一
、二
〇
〇
ト
ン
と
合
わ
せ
て
年
間
一
、七
七
六

ト
ン
の
利
益
が
直
轄
化
よ
り
生
ま
れ
る
勘
定
で
あ
っ
た
。

な
お
、
貯
炭
場
過
剰
炭
、
お
よ
び
門
司
積
高
と
香
港
場
高
と
の
差
額
が
発
生
す
る

事
情
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
炭
鉱
か
ら
石
炭
を
積
み
出
す
際
、
欠
損
が
生
じ

な
い
よ
う
に
多
め
に
積
み
込
ま
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

以
上
で
店
舗
設
備
の
整
備
は
一
段
落
し
、
香
港
支
店
は
借
家
住
ま
い
の
ま
ま
で

あ
っ
た
が
、一
九
〇
八
年
四
月
同
じ
建
物
内
で
新
事
務
所
に
移
転
し
て
お
り
、ス
ペ
ー

ス
の
拡
充
を
は
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

　
）
21

。

Ⅳ
．
三
菱
香
港
支
店
の
売
炭
事
業

　

１
．
香
港
石
炭
市
場
概
観

　

香
港
石
炭
市
場
に
つ
い
て
は
、
山
下
直
登
「
日
本
帝
国
主
義
成
立
期
の
香
港
市
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場
と
三
井
物
産
―
石
炭
市
場
を
中
心
に
―
」（
上
）・（
下
）（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』

№
10
、№
11
、一
九
七
九
年
、一
九
八
一
年
）
と
題
す
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、

山
下
氏
に
は
「
日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
上
海
石
炭
市
場
の
展
開
」（『
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト
』
№
９
、
一
九
七
七
年
）、
お
よ
び
「
日
本
資
本
主
義
確
立
期

に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
石
炭
市
場
と
三
井
物
産
―
上
海
市
場
を
中
心
に
―
」（
社
会
経

済
史
学
会
編
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
発
展
』
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
七
九
年
）
と

題
す
る
上
海
石
炭
市
場
の
研
究
が
あ
る
。
山
下
氏
は
、
以
上
の
一
連
の
労
作
を
通
じ

て
、
日
清
戦
争
後
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
最
大
級
の
石
炭
市
場
で
あ
る
香
港
・
上
海
両

市
場
の
構
造
的
特
徴
と
三
井
物
産
の
石
炭
取
引
を
丹
念
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

小
論
に
お
い
て
は
、山
下
氏
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、三
井
と
は
競
争
関
係
に
あ
っ

た
三
菱
香
港
支
店
の
石
炭
販
売
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
が
、
そ
の
た
め
に

こ
こ
で
は
ま
ず
香
港
石
炭
市
場
に
つ
い
て
『
通
商
彙
纂
』
に
掲
載
さ
れ
る
香
港
領
事

館
報
告
を
利
用
し
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い（

　
）
22

。

　

第
４
表
は
、
香
港
輸
入
炭
推
移
表
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
香
港
の
石
炭
輸
入
量
は
、
日
清
戦
争
後
に
お
い
て
六
〇
万
ト
ン

台
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
増
加
し
て
一
九
〇
〇
年
に
一
〇
〇
万
ト
ン
を
突
破

し
、
一
九
〇
〇
年
台
か
ら
一
九
一
〇
年
台
初
頭
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
〇
〇
～
一
二
〇
万

ト
ン
台
で
推
移
し
て
い
た
。
香
港
周
辺
に
は
石
炭
産
地
が
な
か
っ
た
の
で
、
当
該
輸

入
量
を
香
港
の
石
炭
需
要
と
み
て
よ
い
が（

　
）
23

、
そ
の
う
ち
お
よ
そ
一
～
二
割
程
度
が
広

東
に
積
送
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

　
）
24

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
期
一
〇
〇
万
ト
ン

を
需
要
す
る
海
外
市
場
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
香
港
と
上
海
だ
け
で
あ
っ
た
。
日
本
の

石
炭
資
本
は
、
両
市
場
に
支
え
ら
れ
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

第
５
表
は
、
香
港
輸
入
炭
地
域
別
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
四
～
一
九
一
〇
年
に
至
る
期
間
に
お
い
て
、

一
八
九
七
、九
八
年
を
除
け
ば
日
本
炭
は
ほ
ぼ
七
五
％
以
上
を
占
め
て
圧
倒
的
位
置

に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ホ
ン
ゲ
ー
炭
（
ト
ン
キ
ン
炭
を
含
む
）、
英
国
炭
、
豪
州
炭

が
続
い
た
。
豪
州
炭
は
日
露
戦
争
時
の
よ
う
に
、
日
本
炭
の
輸
入
が
困
難
に
な
る
と

増
加
し
た
。
中
国
炭
は
、
一
九
〇
九
，
一
〇
年
に
急
増
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

で
は
、
輸
入
炭
の
用
途
、
特
徴
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

　

ホ
ン
ゲ
ー
炭
は
、「
品
質
下
等
ニ
シ
テ
価
格
廉
ナ
ル
モ
其
産
出
額
少
ク
近
年
発
達

ノ
跡
ナ
ク
到
底
本
邦
三
等
炭
ノ
敵
ニ
非
ラ
サ
ル
ヘ
シ（

　
）
25

」
と
き
わ
め
て
低
い
評
価
で

あ
っ
た
。
日
本
炭
の
価
格
が
騰
貴
す
る
と
増
加
し
た
。
用
途
は
、
製
糖
業
お
よ
び
広

東
地
方
の
石
灰
製
造
・
煉
瓦
焼
き
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
が
、
燃
焼
が
悪
く
、
日
本
炭

613

618

640

715

891 (818)

688

1,045

917

1,041

1,187

1,161 (1,153)

1,093 (1,084)

971

1,143 (1,081)

1,028 (1,144)

1,222 (1,262)

1,256

1,046

（注）

〔出典〕

1903

1904

1905

1906

年

1894

1895

第４表　香港輸入炭推移表　（単位：千ｔ）

1896

『通商彙纂』第39巻、第58巻、第82巻、第100巻、第128
巻、第145巻、第159巻、第178巻, より作成。

1907

1908

1909

1910

1911

（　）内は史料に別の数値がある場合、参考として表示。

輸入量

1897

1898

1899

1900

1901

1902
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等
と
混
焼
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

英
国
炭
は
、
当
該
期
に
お
い
て
は
カ
ー
デ
ィ
フ
塊
炭
で
あ
っ
て
、「
英
国
海
軍
用

及
ビ
各
国
軍
艦
用
ニ
供
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス（

　
）
26

」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
軍

艦
用
焚
料
炭
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
突
出
し
た
高
価
格
で
あ
っ
て
、
軍
艦

以
外
に
販
路
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
主
要
な
需
要
先
で
あ
っ
た
が
、

日
本
や
ロ
シ
ア
も
購
入
し
た
。
な
お
、
英
国
炭
は
日
清
戦
争
以
前
に
は
各
種
形
状
の

石
炭
が
東
ア
ジ
ア
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
低
価
格
の
日
本
炭
の
進
出

に
伴
い
駆
逐
さ
れ
、
当
該
期
に
は
軍
艦
用
塊
炭
の
み
が
継
続
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
た

と
想
定
さ
れ
る
。

　

豪
州
炭
は
、「
品
質
佳
良
ナ
レ
ト
モ
距
離
遠
隔
ニ
シ
テ
当
地
ニ
於
ケ
ル
価
格
高
張

リ
需
要
従
ツ
テ
少
シ（

　
）
27

」
と
さ
れ
、
ま
た
「
船
便
ノ
増
加
ニ
連
レ
帰
航
船
ノ
船
荷
ヲ
得

サ
ル
モ
ノ
杯
之
ヲ
齎
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
多
ク（

　
）
28

」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
供
給
に
安
定

を
欠
い
て
い
た
。
香
港
に
お
け
る
用
途
は
、
定
期
遠
洋
航
路
用
の
焚
料
炭
、
鉄
道
用

炭
で
あ
っ
た
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
炭
以
外
の
石
炭
に
は
、
用
途
、
品
質
、
供
給
量
、

価
格
な
ど
に
制
約
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
次
に
日
本
炭
の
評
価
を
み
て
お

こ
う
。

　

日
本
炭
は
、「
上
物
ハ
船
舶
焚
料
工
場
用
及
瓦
斯
製
造
用
等
ニ
適
シ
下
等
品
ハ
広

東
方
面
小
工
場
用
幷
ニ
香
港
付
近
一
般
消
費
ニ
用
ヒ
ラ
ル（

　
）
29

」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

上
級
品
か
ら
下
級
品
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
用
途
に
適
す
る
品
種
が
あ
っ
た
。
そ
の

う
え
、「
其
過
半
ハ
定
期
ノ
約
定（

　
）
30

」
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
安
定
し
た
販
路
を
確

保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
定
期
ノ
約
定
」
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
一
九
〇
七
年
四
月
の
香
港
領
事
館
報
告
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
31

。

　
「
去
明
治
廿
六
七
年
ノ
頃
豊
筑
雑
種
炭
ノ
小
荷
主
競
ヒ
テ
石
炭
ヲ
当
港
ニ
輸
送
シ

頻
ニ
売
込
ヲ
キ
テ
其
価
格
ヲ
崩
シ
若
ク
ハ
委
託
販
売
ニ
附
シ
其
商
権
ヲ
委
託
引
受
人

ニ
奪
ハ
ル
ル
等
ノ
事
情
ハ
其
当
時
当
館
ヨ
リ
ノ
報
告
ニ
記
述
シ
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ガ
多

年
ノ
経
験
ト
商
況
ノ
変
化
ト
ニ
ヨ
リ
漸
ク
進
化
シ
小
荷
主
ノ
投
機
的
輸
送
ハ
漸
ク
漸

次
ニ
減
少
シ
少
数
ナ
ル
確
実
ノ
筋
ヨ
リ
定
期
渡
ノ
約
定
品
ヲ
送
ル
モ
ノ
多
キ
勢
ニ
進

ミ
タ
ル
ハ
此
業
ノ
慶
事
ト
謂
フ
ベ
シ
」

（単位：千ｔ）
日本炭 中国炭 英国炭 豪州炭 ホンゲー炭 其他 合計

469 41 10 89 4 613

486 63 11 42 16 618

491 29 31 88 1 640

498 18 47 30 122 715

617 121 28 120 4 891

688

1,045

(819) (54) (14) (99) (986)

1,041

944 16 38 73 117 1,187

881 135 42 103 1,161

891 3 104 41 6 47 1,093

971

870 84 72 71 45 1,143

785 8 48 78 100 9 1,028

925 69 48 47 85 49 1,222

936 136 40 11 111 23 1,256

（注）

同様。

〔出典〕

1910

1903

1904

1905

1906

1907

第５表　香港輸入炭地域別一覧表

『通商彙纂』第35巻, 14頁、第46巻, 144頁、第105巻, 137頁、第128巻, 205頁、第140
巻, 442頁、第145巻, 325頁、第159巻, 118頁, より作成。

1．1901年は、消費高に占める地域別数量。
2．ホンゲー炭には、トンキン炭を含む。
3．数値は四捨五入。合計は実数値の合計のため、若干不整合の場合がある。以下、

年

1894

1895

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1908

1909
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香
港
で
は
か
つ
て
小
荷
主
の
激
し
い
競
争
が
あ
っ
た
が
、
少
数
の
確
実
な
石
炭
商

の
「
定
期
渡
ノ
約
定
」
取
引
に
進
ん
で
き
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

三
井
、
三
菱
の
圧
倒
的
優
位
に
進
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
両
資
本
は
、
傘
下
に
多
く

の
大
炭
鉱
を
有
し
、
大
量
の
産
炭
を
計
画
的
・
安
定
的
に
捌
い
て
い
く
た
め
に
「
定

期
渡
ノ
約
定
」
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
香
港
に
は
そ
の
よ
う
な
約
定
方
式
を

受
け
入
れ
る
大
海
運
会
社
が
拠
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
大
海
運
会

社
は
、
多
く
の
定
期
遠
洋
航
路
を
有
し
、
優
良
炭
を
大
量
か
つ
安
定
的
に
必
要
と
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
炭
の
主
力
は
、
筑
豊
炭
、
三
池
炭
、
お
よ
び
唐
津
炭
で
あ
っ
て
、

他
地
域
の
石
炭
に
比
し
て
距
離
的
に
近
く
、
価
格
競
争
力
が
あ
り
、
さ
ら
に
品
種
も

豊
富
で
あ
っ
た
の
で
、
香
港
・
上
海
両
市
場
に
お
い
て
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
む
し
ろ
日
本
炭
相
互
の
競
争
が
熾
烈
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
６
表
は
、
香
港
輸
入
日
本
炭
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
筑
豊
炭
は
一
八
九
〇
年
代
に
五
〇
％
前
後
の
水
準
で
あ
っ
た

が
、
一
九
〇
三
年
以
降
七
〇
％
前
後
の
水
準
に
ま
で
上
昇
し
て
い
た
。
一
方
で
三
池

炭
は
、
同
じ
期
間
に
四
〇
％
前
後
の
水
準
か
ら
二
〇
％
台
に
低
下
し
て
い
た
。
筑
豊

炭
と
三
池
炭
の
合
計
は
九
〇
％
を
大
き
く
超
え
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
筑
豊
炭
の
増

加
に
よ
っ
て
三
池
炭
は
そ
の
割
合
を
低
下
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
炭
相
互

の
競
争
は
、
し
だ
い
に
筑
豊
炭
相
互
の
競
争
に
移
っ
て
い
き
、
し
か
も
一
九
一
〇
年

代
に
、
そ
こ
に
撫
順
炭
や
開
平
炭
な
ど
の
中
国
炭
が
加
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る（

　
）
32

。

　

な
お
、
撫
順
炭
は
三
井
の
取
扱
炭
で
あ
っ
て
、
三
井
に
と
っ
て
は
撫
順
炭
の
増
加

が
自
己
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
結
び
付
く
限
り
、
む
し
ろ
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
撫

順
炭
は
、
中
国
炭
と
は
い
え
、
も
と
も
と
日
本
資
本
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
大
規
模
な

露
天
掘
り
と
植
民
地
的
労
働
条
件
を
利
用
し
た
競
争
力
の
強
い
石
炭
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
香
港
石
炭
市
場
の
輸
入
高
や
輸
入
地
域
を
概
観
し
て
き
た
が
、
次
に
日
露

戦
争
後
の
同
市
場
の
状
況
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
香
港
領
事
館
報
告
の
中

か
ら
一
九
〇
六
年
五
月
「
海
外
各
地
ニ
於
ケ
ル
石
炭
需
要
供
給
状
況
―
香
港（

　
）
33

」（
以

下
「
供
給
状
況
」
と
略
）、
一
九
〇
八
年
二
月
「
海
外
各
地
ニ
於
ケ
ル
石
炭
需
給
状

況
―
香
港（

　
）
34

」（
以
下
「
需
給
状
況
」
と
略
）、
お
よ
び
一
九
〇
九
年
九
月
「
香
港
ニ
於

ケ
ル
石
炭
ノ
需
要
供
給
状
況（

　
）
35

」（
以
下
「
香
港
状
況
」
と
略
）、
以
上
三
報
告
を
手
掛

（単位：千ｔ）

年

1894 269 (57.4) 174 (37.1) 26 (5.5) 469 (100)

1895 249 (51.2) 214 (44.0) 24 (4.9) 486 (100)

1896 238 (48.3) 236 (48.1) 16 (3.3) 491 (100)

1903 649 (68.8) 242 (25.6) 53 (5.6) 944 (100)

1904 596 (67.7) 225 (25.5) 60 (6.8) 881 (100)

1905 578 (64.9) 235 (26.4) 78 (8.7) 891 (100)

1908 596 (75.9) 172 (21.9) 18 (2.3) 785 (100)

〔出典〕 『通商彙纂』第35巻, 14頁、第105巻, 137頁、および第140巻, 
443頁、より作成。

第６表　香港輸入日本炭一覧表

筑豊炭 三池炭 其他 合計
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か
り
と
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の

香
港
の
石
炭
需
要
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　

第
７
表
は
、
香
港
石
炭
需
要
高
内
訳
表
（
一
九
〇
一
年
）
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
一
年
の
香
港
需
要
高
合
計
九
八
・
六
万
ト
ン
、
こ
の
需

要
先
を
五
つ
に
分
類
す
る
と
、
外
航
汽
船
会
社
三
六
・
九
万
ト
ン
（
三
七
・
四
％
）、

近
海
航
路
二
六
・
七
万
ト
ン
（
二
七
・
一
％
）、工
場
二
〇
・
〇
万
ト
ン
（
二
〇
・
三
％
）、

軍
艦
六
・
〇
万
ト
ン
（
六
・
一
％
）、
広
東
地
方
転
送
九
・
〇
万
ト
ン
（
九
・
一
％
）、
と

な
る
。
香
港
の
石
炭
需
要
で
は
、
軍
艦
も
含
め
た
船
舶
焚
料
炭
の
割
合
は
七
〇
％
を

超
え
て
圧
倒
的
な
地
位
に
達
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
内
訳
に
お
い
て
も
外
航
汽

船
会
社
が
過
半
を
占
め
て
、
香
港
の
石
炭
需
要
を
特
徴
あ
る
も
の
と
し
て
い
た
。
香

港
と
欧
米
、
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
大
海
運
会
社
が
重
要
な
需
要
先
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
軍
艦
需
要
の
高
さ
も
中
国
の
分
割
・
利
権
を
め
ぐ
る
帝
国
主
義
諸
列
強
の
軍

事
的
動
向
を
強
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
工
場
需
要
は
ま
だ

大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
も
精
糖
工
場
が
過
半
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
日
露
戦
争
前
の
お
よ
そ
の
香
港
に
お
け
る
石
炭
需
要
の
内
容
で
あ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
般
的
に
石
炭
は
形
状
に
よ
っ
て
塊
炭
、
粉
炭
、
切
込
炭
に

大
別
さ
れ
、
品
質
に
応
じ
て
等
級
付
け
さ
れ
て
い
た
。
通
常
、
遠
洋
航
路
向

け
に
は
、
高
価
で
あ
っ
て
も
高
品
質
の
塊
炭
や
切
込
炭
が
、
ま
た
沿
岸
航
路

向
け
に
は
品
質
が
劣
っ
て
も
廉
価
な
切
込
炭
や
粉
炭
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
ら

は
単
独
で
、
ま
た
は
併
用
さ
れ
て
い
た
。
工
場
向
け
に
は
、
通
常
廉
価
な
粉

炭
が
用
い
ら
れ
た
が
、
高
火
力
ま
た
は
高
馬
力
の
必
要
な
工
場
で
は
切
込
炭

や
塊
炭
も
需
要
さ
れ
た
。

　

で
は
、
日
露
戦
争
後
に
つ
い
て
、「
需
給
状
況
」
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
と

し
た
い
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
36

。

　
「
当
港
ハ
東
洋
ニ
入
ル
ノ
関
門
ニ
シ
テ
欧
州
航
路
、豪
州
航
路
、米
国
航
路
、

沿
岸
航
路
等
汽
船
ノ
出
入
頗
ル
頻
繁
ニ
シ
テ
港
内
常
ニ
五
六
十
艘
ノ
汽
船
ヲ

ミ
サ
ル
日
ナ
キ
カ
如
キ
有
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
等
船
舶
等
ニ
供
給
ス
ル
石
炭
ノ

ミ
ニ
テ
モ
頗
ル
多
額
ニ
上
レ
ル
ニ
加
フ
ル
ニ
当
港
ヨ
リ
広
東
地
方
へ
供
給
ス

ル
石
炭
ノ
数
量
モ
亦
タ
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
当
港
毎
年
ノ
石
炭
輸
入
額
ハ

（単位：千ｔ）
需要先 内訳 数量

北独逸ロイド 85
支那航海会社 40
印度支那航海会社 35
メサジュリーマリチム会社 25
日本郵船会社 20
漢堡亜米利加線 20
東京航海会社 20
P&O会社 20
支那マニラ航海会社 20
香港広東澳門汽船会社 15
支那商船会社 12
大洋汽船会社 12
ドグラス会社 12
シームセン会社 10
墺太利ロイド 8
大阪商船会社 7
その他3社 8

2．近海航路 267 (27.1)
太古精糖会社 80
支那精糖会社 50
香港黄埔ドック会社 15
グリインアイランドセメント会社 10
その他 45
英国 40
各国 20

5．広東地方転送 90 (9.1)
合　　　計 986 (100)

〔出典〕『通商彙纂』第77巻, 424～426頁、より作成。

3．工場 200 (20.3)

60 (6.1)4．軍艦

第７表　香港石炭需要高内訳表（1901年）

需要高

1．外航汽船会社 369 (37.4)
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常
ニ
百
萬
噸
内
外
ニ
達
シ
居
レ
リ
」

　

こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
香
港
の
石
炭
需
要
は
大
き
く
船
舶
供
給
炭
と
広
東
供
給
炭

に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
さ
ら
に
欧
州
航
路
の
よ
う
な
遠
洋
航
路
向
け
と
、

沿
岸
航
路
向
け
（
近
海
航
路
）
に
分
か
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
記
事
月
報
（
香

港
）』
第
一
号
は
、
同
様
の
指
摘
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
37

。

　
「
元
来
当
地
ニ
輸
入
セ
ラ
ル
ル
石
炭
ハ
直
チ
ニ
当
地
ニ
テ
消
費
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト

広
東
方
面
ニ
再
輸
送
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
二
種
ア
リ
而
シ
テ
当
地
ニ
テ
消
費
セ
ラ
ル
ル

モ
ノ
ハ
重
ニ
船
舶
用
ニ
シ
テ
工
場
用
ニ
供
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ハ
其
数
量
比
較
的
多
カ
ラ

ズ
反
之
広
東
方
面
ニ
再
輸
送
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ハ
工
場
用
ニ
供
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
寧
ロ
多

キ
ガ
如
シ
」

　

こ
こ
で
は
、
香
港
に
お
け
る
需
要
先
は
主
に
船
舶
用
で
あ
っ
て
工
場
向
け
は
多
く

な
く
、
一
方
広
東
向
け
は
工
場
用
炭
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
香
港
需
要
の
多
く
を
占
め
た
船
舶
焚
料
炭
の
内
容
を
み
て
お
く
こ
と
に
し

た
い
。

　

第
８
表
は
、
香
港
入
港
船
舶
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
九
，
一
九
一
〇
年
で
は
、
入
港
船
舶
噸
数
合
計
に
お
い

て
外
洋
汽
船
四
四
％
台
、
河
川
汽
船
一
二
％
台
、
六
〇
噸
以
下
汽
船
〇
・
四
％
、
港

湾
航
行
小
蒸
気
船
約
三
〇
％
、
ジ
ャ
ン
ク
船
計
一
二
％
台
で
あ
っ
た
。
蒸
気
船
の
割

合
が
九
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
外
洋
汽
船
、
と
り
わ
け
遠
洋
航
路

で
は
良
質
の
塊
炭
ま
た
は
切
込
炭
を
必
要
と
し
、
お
そ
ら
く
船
舶
焚
料
炭
の
過
半
を

占
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
河
川
汽
船
以
下
は
で
き
る
だ
け
廉
価
な
粉
炭
や
切
込

隻　数 隻　数
英国 4,076 7,736 (22.2) 4,262 8,112 (22.2)

外洋汽船 其他外国 4,318 7,858 (22.6) 4,312 8,104 (22.2)
小計 8,394 15,594 (44.8) 8,574 16,216 (44.4)
英国 5,780 3,702 (10.6) 6,483 4,000 (10.9)

河川汽船 其他外国 1,370 736 (2.1) 1,334 707 (1.9)
小計 7,150 4,438 (12.7) 7,817 4,707 (12.9)

3,160 140 (0.4) 3,153 137 (0.4)
25,090 2,243 (6.4) 21,170 2,101 (5.8)
43,794 22,415 (64.4) 40,714 23,160 (63.4)

439,988 10,328 (29.7) 466,014 10,986 (30.1)
42,498 2,087 (6.0) 40,436 2,388 (6.5)

526,280 34,831 (100) 547,164 36,534 (100)

〔出典〕 『通商彙纂』第163巻, 340頁、より作成。

1910年

第8表　香港入港船舶一覧表

60噸以下汽船
外国貿易ジャンク船

噸　数

外国貿易船合計
港湾航行小蒸気船
地方的航行ジャンク船

総　　計

噸　数
内　　　　　　訳

1909年
千t 千t 
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炭
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
広
東
需
要
の
内
容
を
一
九
〇
九
年
八
月
の
広
東
領
事
館
報
告
「
広
東
ニ
於

ケ
ル
石
炭
需
要
供
給
最
近
状
況（

　
）
38

」（
以
下
「
広
東
状
況
」
と
略
）
に
よ
っ
て
、
簡
単

に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
「
広
東
状
況
」
は
、
一
九
〇
八
年
に
お
け
る
香
港
・
九
龍
よ
り
の
汽
船
積
送
炭
は

一
三
万
ト
ン
ほ
ど
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ン
ク
船
で
送
ら
れ
て
く
る
分
が
ほ
か
に
あ
り
、

合
わ
せ
る
と
二
二
～
二
三
万
ト
ン
に
達
す
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
推
測
に

よ
れ
ば
、
香
港
で
の
石
炭
需
要
高
は
、
一
九
〇
八
年
の
香
港
輸
入
高
が
一
〇
三
万
ト

ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
広
東
積
送
高
を
差
し
引
い
て
、
八
〇
～
八
一
万
ト
ン
と
な
る（

　
）
39

。

広
東
需
要
炭
の
内
訳
は
、
小
蒸
気
船
一
一
～
一
二
万
ト
ン
、
官
場
買
入
（
砲
艦
、
製

紙
廠
、
造
銭
所
、
造
幣
廠
、
火
薬
製
造
所
）
五
～
六
万
ト
ン
、
製
糸
工
場
三
万
ト
ン
、

鉄
道
一
万
ト
ン
、
其
他
一
万
ト
ン
、
と
さ
れ
る
。
需
要
先
に
対
応
す
る
炭
種
は
、
小

蒸
気
船
で
は
「
燃
焼
シ
易
キ
粉
炭（

　
）
40

」
で
あ
っ
て
、「
価
格
低
廉
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
選
フ
ノ
傾

向（
　
）
41

」
が
あ
っ
た
。
官
場
買
入
は
、「
全
ク
塊
炭
ノ
ミ
ヲ
使
用（

　
）
42

」
し
て
い
た
。
製
糸
工
場

で
は
、
価
格
の
低
廉
な
ホ
ン
ゲ
ー
炭
が
使
用
さ
れ
た
が
、「
半
無
煙
ノ
性
質
ヲ
帯
ベ

ル
ヲ
以
テ
燃
焼
シ
難
ク
他
種
ノ
石
炭
ヲ
混
用（

　
）
43

」す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
鉄
道
用
炭
は
、

「
全
部
豪
州
炭
ヲ
使
用
セ
シ
モ
近
来
日
本
炭
ニ
改
ム
ル
傾
向（

　
）
44

」が
あ
っ
た
。
豪
州
炭
が

高
価
格
で
あ
り
、
供
給
が
不
安
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
炭
が
相
対
的
に
低

価
格
で
あ
っ
て
、
供
給
が
豊
富
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
広
東
需
要
炭
は
二
二
～
二
三
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、「
本
邦
ヨ

リ
輸
入
ス
ル
モ
ノ
約
十
三
、四
万
噸
ニ
シ
テ
少
額
ノ
塊
炭
以
外
ハ
重
ニ
粉
炭（

　
）
45

」で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、そ
の
残
り
は
ほ
と
ん
ど
ホ
ン
ゲ
ー
炭
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
東
に
供
給
さ
れ
る
石
炭
は
、
当
初
香
港
か
ら
広
東
に
転
送
さ
れ
て

お
り
、
ま
ず
は
香
港
輸
入
炭
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
代

に
入
る
と
中
国
炭
は
香
港
市
場
に
急
速
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
香
港
を
経
由
せ
ず

に
広
東
に
直
接
積
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
炭
も
香
港
市
場
で

の
競
合
を
避
け
、
積
替
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
広
東
直
送
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ

う
し
て
、
香
港
輸
入
炭
の
減
退
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
一
九
一
二
年
七
月
の
香
港
領
事
館
の
「
香
港
貿
易
概
況
」
は
、
一
九
一
一

年
度
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
46

。

　
「
此
減
退
ノ
原
因
ハ
香
港
ニ
陸
揚
ゲ
セ
ラ
レ
ス
直
ニ
広
東
ニ
輸
送
セ
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
従
来
ヨ
リ
モ
増
加
シ
タ
ル
ト
（
特
ニ
日
本
、
北
支
那
及
ホ
ン
ゲ
ー
炭
ニ
於
テ
）
太

洋
航
行
船
ノ
減
少
ニ
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
」

　

と
こ
ろ
で
、
香
港
石
炭
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
位
置
に
つ
い
て
、
一
九
〇
六
年

五
月
の
「
供
給
状
況
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
47

。

　
「
今
当
市
場
ニ
於
ケ
ル
本
邦
炭
将
来
ノ
趨
勢
ヲ
窺
フ
ニ
、
英
炭
ハ
品
質
優
等
（
略
）

ト
雖
価
格
高
価
ナ
ル
為
メ
到
底
商
船
用
ト
シ
テ
引
合
ハ
ズ
、
豪
州
炭
ハ
本
邦
一
等
炭

ト
相
匹
敵
シ
品
質
佳
良
ナ
リ
ト
雖
何
分
産
地
遠
距
離
ナ
ル
為
メ
運
賃
ニ
少
カ
ラ
ザ
ル

費
用
ヲ
要
シ
、
随
而
自
然
高
値
ヲ
唱
ヘ
且
又
船
舶
往
復
自
由
ナ
ラ
ザ
ル
ヨ
リ
充
分
ナ

ル
供
給
ヲ
為
ス
能
ハ
ズ
、
又
印
度
炭
ハ
（
略
）
比
較
的
品
質
劣
等
（
略
）
何
レ
モ
本

邦
炭
ト
拮
抗
シ
競
争
ス
ル
コ
ト
覚
束
ナ
カ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
バ
本
邦
炭
ガ
当
市
場
ニ
於

テ
現
位
置
ヲ
維
持
ス
ル
ハ
敢
テ
難
事
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
（
略
）
尚
ホ
目
下
当
港
ニ
於

テ
本
邦
炭
中
最
モ
多
額
ノ
需
要
ア
ル
ハ
壱
等
炭
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
二
等
、
三
等
ノ
分

類
ナ
リ
ト
云
フ
」
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「
供
給
状
況
」
が
、
日
本
炭
の
競
合
炭
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
英
炭
、
豪
州

炭
、
印
度
炭
の
三
つ
で
あ
っ
て
、
中
国
炭
は
こ
の
段
階
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
炭
種
の
な
か
で
現
状
の
日
本
炭
の
優
位
に
つ
い
て
は
楽
観
的
な

見
通
し
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
二
月
の
「
需
給
状
況
」
も
、
香
港
の
石

炭
需
要
額
に
つ
い
て
は
「
甚
シ
キ
急
速
ノ
増
加
ヲ
来
タ
ス
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ（

　
）
48

」
と
し

つ
つ
、日
本
炭
の
地
位
に
つ
い
て
「
日
本
炭
ノ
敵
タ
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ヘ
ク（

　
）
49

」
と
し
て
、

「
供
給
状
況
」
と
同
様
、
楽
観
的
見
通
し
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
〇
九
年
九
月
の
「
香
港
状
況
」
は
一
転
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た（

　
）
50

。

　
「
外
国
炭
ノ
将
来
ハ
到
底
当
地
ヘ
多
額
ノ
輸
入
ヲ
見
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
可
ク
何
レ

モ
度
外
視
シ
テ
可
ナ
リ
只
開
平
炭
ト
撫
順
炭
ト
ハ
将
来
少
シ
ク
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア

ラ
ン
歟
」

　

香
港
領
事
館
報
告
は
、
は
じ
め
て
開
平
炭
と
撫
順
炭
に
対
し
て
日
本
炭
と
の
競
合

炭
と
し
て
注
意
を
払
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
第
９
表
よ
り
、
両
炭
の
シ
ェ
ア
を

み
て
お
こ
う（

　
）
51

。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
撫
順
炭
は
一
九
〇
九
年
の
二
・
〇
％
か
ら
一
九
一
一
年
十
月
～

一
二
年
四
月
（
六
ヵ
月
）
に
は
八
・
三
％
に
シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
た
。
開
平
炭
は
同

期
間
に
四
・
四
％
か
ら
三
・
六
％
へ
と
微
減
で
あ
っ
た
が
、
中
国
炭
計
で
は
六
・
三
％

か
ら
一
一
・
九
％
に
上
昇
し
て
い
た
。
そ
の
分
、
日
本
炭
計
は
同
期
間
に
七
四
・
七
％

か
ら
六
九
・
五
％
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
撫
順
炭
は
、
漢
口
、
上
海
、
香
港
に
お

い
て
日
本
炭
に
対
し
て
強
い
競
争
力
を
示
し（

　
）
52

、
第
一
次
大
戦
後
日
本
市
場
に
進
出
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
香
港
に
お
け
る
石
炭
商
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

　

第
10
表
は
、
香
港
輸
入
炭
取
扱
店
一
覧
表
（
一
九
〇
九
年
）
で
あ
る
。

　

同
表
の
重
要
点
を
、
次
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
取
扱
数
量
一
二
六
・
二
万
ト
ン
の
う
ち
有
力
業
者
は
、
三
井
五
二
・
〇
万

ト
ン
（
四
一
・
二
％
）、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
一
二
・
四
万
ト
ン
（
九
・
八
％
）、
三
菱

（単位：千t）

25 (2.0) 85 (6.8) 51 (8.3)

55 (4.4) 48 (3.8) 22 (3.6)

80 (6.3) 133 (10.6) 73 (11.9)

943 (74.7) 936 (74.5) 427 (69.5)

1,262 (100) 1,256 (100) 614 (100)

（注） 1911年10月～1912年4月では、1910年12月分欠如。6ヶ月分合計
〔出典〕

第9表　香港輸入中国炭内訳

1909年 1911.10～12.41910年

『通商彙纂』第145巻, 326頁、第159巻, 118頁、第169巻, 123頁、
第171巻, 295頁、第173巻, 198頁、第174巻, 321頁、第175巻,
206頁、第176巻, 213頁、より作成。

内　　訳

撫順炭

開平炭

中国炭計

日本炭計

輸入炭合計
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一
一
・
八
万
ト
ン
（
九
・
四
％
）、シ
ュ
ワ
ン
・
ト
ー
マ
ス
九
・
五
万
ト
ン
（
七
・
五
％
）、

安
宅
商
会
七
・
五
万
ト
ン（
五
・
九
％
）、開
平
炭（Chinese M

ining Eng.Co.

）五
・

五
万
ト
ン
（
四
・
四
％
）、
の
順
で
続
い
て
い
た
。
上
位
六
資
本
で
、
香
港
の
石
炭

輸
入
高
の
八
〇
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、
な
か
で
も
三
井
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
や

三
菱
の
四
倍
以
上
を
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
日

本
炭
は
定
期
渡
し
の
約
定
炭
を
中
心
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

三
井
の
約
定
炭
価
格
が
香
港
市
場
で
は
指
標
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
想
定
し

て
も
大
き
な
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、競
争
構
造
と
し
て
は
、

三
井
の
圧
倒
的
優
位
に
あ
っ
た
が
、
三
井
と
三
菱
の
間
に
は
、
競
合
の
一
方
で
協

調
関
係
も
み
ら
れ
た
。
一
九
〇
九
年
十
二
月
の
香
港
領
事
館
報
告
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る（

　
）
53

。

　
「
例
年
ニ
比
ス
レ
ハ
一
体
ニ
不
況
タ
ル
ヲ
免
レ
ス
相
場
モ
来
年
度
定
期
約
定
品

ニ
対
シ
テ
ハ
本
邦
炭
商
間
（
三
井
、
三
菱
間
）
ノ
競
争
開
始
サ
レ
口
ニ
ヨ
リ
一
噸

一
弗
方
ノ
下
値
ヲ
以
テ
売
出
シ
タ
ル
モ
目
下
大
競
争
ニ
ヨ
リ
本
邦
商
ノ
蒙
ル
莫
大

ナ
ル
損
害
ニ
鑑
ミ
妥
協
談
進
行
中
ナ
ル
由
」

　

こ
こ
で
は
、
一
九
一
〇
年
の
「
定
期
約
定
品
」
に
つ
い
て
、
三
井
と
三
菱
の
間

に
「
妥
協
談
進
行
中
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
三
井
と
三
菱
は
、
傘
下
に
多
く
の

近
代
的
巨
大
炭
鉱
を
擁
し
、
出
炭
が
大
量
で
あ
っ
た
た
め
、
と
り
わ
け
当
該
定
期

約
定
品
分
野
で
競
合
が
激
し
く
な
り
、
い
き
お
い
協
調
関
係
も
醸
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
三
井
は
多
く
の
品
種
の
石
炭
を
輸
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
な
か

で
も
、
三
池
炭
が
三
井
取
扱
炭
の
四
三
％
近
く
を
占
め
て
、
上
海
に
お
け
る
と
同

（単位：千t）
炭名 取扱店 炭名

門司 210 Chinese Mining Eng.Co. 開平 55 (4.4)

若松 59 英海軍 WClsh 39 (3.1)

三池 222 ホンゲー 23

唐津 3 室蘭 4

撫順 25 小計 27 (2.1)

その他 1 宮崎商会 門司 23 (1.8)

小計 520 (41.2) Pulo Laut 14

門司 86 Garrel & Borner Australian 3

若松 19 小計 18 (1.4)

ホンゲー 17 Dodwell 門司 17 (1.3)

Nabaan 3 U.S.Navy Pocahontas 15 (1.2)

小計 124 (9.8) Butterfield & Swire ホンゲー 11 (0.9)

門司 60 Australian 6

若松 58 ホンゲー 2

小計 118 (9.4) 門司 2

門司 44 小計 11 (0.9)

唐津 23 ホンゲー 50

豪州 22 門司 9

Cardiff 6 Kebno 8

小計 95 (7.5) Tourane 3

門司 51 Australian 1

若松 2 小計 70 (5.5)

唐津 22 其他５店 44 (3.5)

小計 75 (5.9) 合計 1,262 (100)

（注） Chineseは中国商人で、店数不詳。

〔出典〕『通商彙纂』第145巻, 328～330頁, より作成。

数量

第10表　香港輸入炭取扱店一覧表（1909年）

A.Karberg

J.Matheson & Co.

Chinese

数量取扱店

安宅商会

Shewan Tomes & Co.

三　　菱

Bradley & Co.

三　　井
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様
、
三
井
の
主
力
炭
を
な
し
て
い
た（

　
）
54

。
そ
こ
に
、
各
種
の
筑
豊
炭
や
撫
順
炭
な
ど
を

品
揃
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
と
三
菱
も
多
く
の
品
種
の
石
炭
を
輸
入
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
は
各
種
筑
豊
炭
に
ホ
ン
ゲ
ー
炭
、
三
菱
は
後
述
す
る
よ
う

に
、
筑
豊
炭
の
な
か
で
は
鯰
田
炭
、
新
入
炭
、
佐
与
炭
、
金
田
炭
、
さ
ら
に
唐
津
炭

も
輸
入
し
て
い
た
。

　

第
四
に
、
英
海
軍
やU

.S.N
avy

に
つ
い
て
は
前
者
は
カ
ー
デ
ィ
フ
炭
、
後
者
は

ポ
カ
ポ
ン
タ
ス
炭
を
軍
艦
用
に
輸
入
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
販
売
に
参
加
し
て

い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

第
五
に
、“Chinese

”
と
記
載
さ
れ
て
い
る
中
国
商
人
は
合
計
で
七
万
ト
ン
（
五
・

五
％
）
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
多
数
の
石
炭
取
扱
中
国
商
人
を
意
味
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、有
力
石
炭
輸
入
商
か
ら
購
入
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　

第
六
に
、
取
扱
数
量
が
二
％
未
満
の
業
者
が
「
其
他
５
店
」
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

中
小
業
者
は
ホ
ン
ゲ
ー
炭
を
取
り
扱
っ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
中
小
業
者
は
ホ
ン
ゲ
ー
炭
の
よ
う
な
低
価
格
炭
を
武
器
と
し
て
販
路
を
確

保
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
香
港
輸
入
炭
の
価
格
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　

第
11
表
は
、
香
港
石
炭
市
場
相
場
表
（
一
八
九
七
年
）
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
英
国
炭
（
カ
ー
デ
ィ
フ
塊
炭
）
は
、
三
池
塊
炭
よ
り
も
一
・
八

倍
ほ
ど
高
価
で
あ
っ
て
、
日
本
炭
と
競
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
用
途
が
軍
艦
用
に

限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
頷
け
よ
う
。
豪
州
炭
で
は
、
一
等
炭
は
三
池
塊
炭
よ
り
も

ト
ン
当
た
り
〇
・
五
～
一
ド
ル
ほ
ど
高
値
で
あ
っ
て
、
通
常
日
本
炭
と
は
競
合
せ
ず
、

特
定
の
販
路
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、同
二
等
炭
は
、門
司
塊
炭
の
（
上
）
と
（
次
）

の
間
に
あ
っ
て
、
筑
豊
炭
と
競
合
す
る
が
、
豪
州
炭
は
運
賃
が
高
く
、
供
給
量
が
安

（単位：トン当りドル）
形状 炭名 7月 8月 9月 10月 11月 12月

塊 カーディフ 16.00～18.50 16.75～18.75 17.50～18.50 17.00 17.18～17.50 18.00～19.00 

塊 （一等） 10.00 10.75 10.50～10.75 11.00 11.00 11.50

（二等） 8.00 8.00～8.75 8.50～8.75 8.75 9.00 9.00

粉 開平 6.40～7.00 7.00～7.50 6.75～7.00 6.50～7.00 6.50～7.00 6.50～7.00 

三池 9.00 10.00 10.00 10.50 11.00 11.00

門司　上 8.50 8.75～9.25 8.50～9.25 10.00 10.00 10.00

門司　次 7.00～7.50 7.50～8.25 7.25～8.25 8.00 8.00 8.00

唐津　上 8.05～9.00 9.00～9.25 

切 三池 8.10 8.85～9.10 9.10 9.60 10.10 10.25

塊 東京 7.25 7.65 8.50 8.00 8.00 9.00

粉 東京 3.50 3.75 3.50～3.75 3.50 3.50 3.50

（注）

〔出典〕 『通商彙纂』第39巻, 329～330頁、より作成。

仏印炭

第11表　香港石炭市場相場表（1897年）

塊

1．塊は塊炭、粉は粉炭、切は切込炭。東京炭は無煙炭。
2．豪州炭は一等、ニ等、門司炭は上、次、の等級が記載されている。
3．船渡の建値。

地域

英国炭

豪州炭

中国炭

日本炭
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定
し
な
か
っ
た
の
で
、
シ
ェ
ア
は
低
か
っ
た
。
豪
州
炭
の
進
出
は
、
日
露
戦
争
時
の

よ
う
な
時
期
に
限
ら
れ
て
い
た
。
中
国
炭
は
、
こ
の
時
期
で
は
開
平
粉
炭
で
あ
り
、

門
司
塊
炭
（
次
）
よ
り
も
低
価
格
で
あ
っ
た
が
、
当
該
期
に
お
い
て
は
品
質
と
供
給

量
に
難
点
が
あ
っ
た
。
仏
印
炭
（
東
京
炭
）
は
、
相
場
表
で
は
塊
炭
と
粉
炭
が
示
さ

れ
て
お
り
、
前
者
は
門
司
塊
炭
の
（
上
）
と
（
次
）
の
間
に
あ
る
。
し
か
し
、
品
質

上
の
問
題
よ
り
、
日
本
炭
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
船
舶
焚
料
炭
の
販
路
で
は
競

合
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
後
者
は
開
平
粉
炭
の
半
値
に
近
く
、
広
東
向
け
と
想
定
し

て
よ
い
。

　

第
12
表
は
、
香
港
石
炭
契
約
価
格
表
（
一
九
一
一
年
二
～
六
月
）
で
あ
る
。

　

同
表
は
、銘
柄
別
の
売
約
価
格
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
が
、

次
に
同
表
の
重
要
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
塊
炭
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
同
表
に
は
十
二
の
契
約

価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
新
手
炭
の
み
が
シ
ュ
ワ
ン
・
ト
ー
マ
ス
と
安
宅
に
よ
っ

て
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
一
石
炭
商
の
み
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
粉

炭
・
切
込
炭
な
ど
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
、
多
く
の
場
合
石
炭
輸
入
商
が
炭
鉱
と

の
間
で
一
手
販
売
権
を
設
定
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
三
菱
の
よ
う
に
傘
下
炭
鉱
の

販
売
部
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
価
格
は
、
最
高

値
の
三
池
炭
ト
ン
当
た
り
九
ド
ル
か
ら
最
安
値
の
岩
崎
炭
六
・
五
ド

ル
ま
で
二
・
五
ド
ル
の
大
き
な
値
開
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
田
・

岩
崎
の
塊
炭
は
、
大
浦
・
撫
順
の
切
込
炭
よ
り
も
安
値
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
は
、
一
口
に
塊
炭
と
い
っ
て
も
品
質
に
は
大
き
な
格
差

が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
価
格
差
も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
近
接
す
る
価
格
水
準
の
銘
柄
炭
に
お
い
て
最
も
競

争
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
井
は
塊
炭
に
つ
い
て
は
、
上
級

炭
か
ら
下
級
炭
ま
で
幅
広
く
扱
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
菱

と
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
一
銘
柄
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

例
え
ば
三
菱
の
鯰
田
塊
炭
に
対
し
て
三
井
が
そ
れ
よ
り
廉
価
な
撫
順

塊
炭
や
伊
田
塊
炭
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
有
利
に
販
売

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

次
に
、
三
菱
の
場
合
を
取
り
上
げ
よ
う
。
三
菱
は
、
鯰
田
塊
炭
、

金
田
粉
炭
、
鯰
田
ピ
ラ
ー
切
込
炭
、
新
入
二
等
切
込
炭
、
鯰
田
小
塊

炭
と
、
五
品
種
を
揃
え
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鯰
田
塊
炭
を
価

（単位：トン当ドル）

炭名 取扱店 炭価 契約月

三池 三井 9.00 2

大浦 三井 8.25 2

鯰田 三菱 8.15 6

撫順 三井 8.00 5

新手 シュワン・トーマス 7.85 4

奈良 三井 7.85 2

赤池 ブラッドレー 7.75 3

新手 安宅 7.75 3

大辻 三井 7.10 2

芳雄 三井 7.10 2

伊田 三井 6.70 2

岩崎 安宅 6.50 2

金田 三菱 6.00 6

撫順 三井 6.00 5

赤池 ブラッドレー 6.00 3

新手 シュワン・トーマス 5.85 4

三池 三井 5.75 2

新手 安宅 5.75 3

大浦 三井 7.00 2

撫順 三井 7.00 2

芳雄 三井 6.30 2

金谷 安宅 6.10 3

三池 三井 8.50 2

鯰田 三菱 7.00 6

芳雄 三井 5.75 2

新入 三菱 6.00 6

鯰田 三菱 7.10 6

（注）

〔出典〕

第12表　香港石炭契約価格表（1911年2～6月）

『記事月報（香港）』第1号, 86～90頁、より作成。

1．ピラー切は、ピラー切込炭、ニ等切はニ等切込炭。
2．船側価格。

形状

塊　　炭

粉　　炭

切込炭

ピラー切

ニ等切

小塊炭
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格
的
に
敬
遠
す
る
需
要
家
に
は
鯰
田
小
塊
炭
を
、
鯰
田
ピ
ラ
ー
切
込
炭
を
価
格
的
に

敬
遠
す
る
顧
客
に
は
新
入
二
等
切
込
炭
を
売
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
他
の

有
力
炭
に
対
し
て
も
競
争
力
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
菱
は
、
多
く
の
品
種
を

取
り
揃
え
る
こ
と
で
、
購
入
者
の
価
格
要
求
に
対
し
て
、
同
一
店
舗
内
で
代
替
品
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
表
に
お
い
て
付
言
す
べ
き
こ
と
は
、
安
宅
の
取
扱
炭
で
あ
る
。
安
宅
は
、

塊
炭
、
粉
炭
、
切
込
炭
の
三
炭
種
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
最
安
値
炭
を
売
り
込
ん
で

い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
二
月
の
香
港
領
事
館
報
告
は
、安
宅
に
つ
い
て「
昨

年
ハ
（
一
九
〇
九
年
…
筆
者
注
）
三
井
取
扱
伊
田
塊
炭
ノ
高
値
ナ
リ
シ
ニ
乗
シ
岩
崎

塊
炭
ノ
販
路
ヲ
拡
張（

　
）
55

」
と
伝
え
て
い
る
。
安
宅
は
、
低
価
格
の
岩
崎
炭
を
武
器
に
三

井
の
伊
田
炭
の
販
路
に
割
り
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
日
露
戦
後
に
香
港
石
炭
市
場

に
参
入
し
た
安
宅
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
で
シ
ェ
ア
確
保
を
図
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
三
井
や
三
菱
は
、
三
池
炭
や
鯰
田
炭
の
よ
う
な
優
良
炭
を
主
力
炭
と
し
て
い
た

の
で
、
安
宅
の
よ
う
な
資
本
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
低
価
格
の
品
種
を

扱
う
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

２
．
三
菱
香
港
支
店
の
石
炭
販
売

　

三
菱
合
資
の
売
約
の
基
本
方
針
は
、
長
期
・
大
口
約
定
の
獲
得
を
中
心
と
し
て
進

め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
約
定
は
香
港
支
店
に
お
い
て
は
一
年
を
上
半
期
（
一
～

六
月
）
と
下
半
期
（
七
～
十
二
月
）
と
に
分
け
、
上
半
期
分
は
前
年
十
二
月
か
ら
当

該
一
月
に
か
け
、
下
半
期
分
は
当
該
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
集
中
的
に
締
結
す
る

方
針
が
と
ら
れ
て
い
た（

　
）
56

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度

の
記
述
を
み
て
お
こ
う
。

　

同
『
年
報
』
は
、「
而
シ
テ
我
社
ハ
依
然
六
ケ
月
毎
ニ
改
約
ス
ル
ノ
方
針（

　
）
57

」
を
取
っ

て
お
り
、
一
九
〇
七
年
度
上
半
期
の
約
定
は
前
年
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
下

半
期
は
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
上
半
期
の
状
況
に
つ
い
て

は
「
次
期
ノ
約
定
即
チ
本
年
一
月
ヨ
リ
六
月
迠
ノ
約
定
ヲ
為
ス
ベ
キ
時
期
ト
ナ
リ
旧

臘
末
ヨ
リ
必
死
力
ヲ
尽
セ
シ（

　
）
58

」
と
述
べ
、
下
半
期
に
つ
い
て
は
「
本
年
下
半
期
ノ
約

定
即
チ
七
月
ヨ
リ
十
二
月
迠
ノ
約
定
ハ
六
月
下
旬
頃
ヨ
リ
始
メ
七
月
中
旬
迠
ニ
其
大

体
ヲ
終
ハ
レ
リ（

　
）
59

」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
前
年
度
下
半
期
の
約
定
交
渉
の

中
間
期
に
つ
い
て
「
昨
年
十
月
ヨ
リ
十
二
月
半
バ
頃
迠
ノ
間
ハ
主
ト
シ
テ
在
来
ノ
約

定
ニ
対
シ
運
炭
供
給
ノ
事
務
ヲ
為
ス
ニ
止
マ
リ
タ
リ（

　
）
60

」
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

各
半
期
の
期
初
前
後
に
集
中
的
に
長
期
・
大
口
の
約
定
を
締
結
す
る
方
針
の
も
と
で

は
、
期
中
に
空
き
時
間
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
種
の
空
費
時
間

の
発
生
が
、
三
菱
の
漢
口
や
上
海
の
支
店
に
お
い
て
は
、
新
規
事
業
＝
雑
貨
取
引
に

進
出
す
る
事
情
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

　
）
61

。

　

と
こ
ろ
で
、
三
菱
香
港
支
店
の
売
炭
契
約
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。『
月

報
（
香
港
）』
第
一
号
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

　
）
62

。

　
「
当
店
ハ
目
下
専
ラ
石
炭
ノ
供
給
販
売
ニ
関
ス
ル
業
務
ヲ
営
ミ
給
炭
契
約
ニ
ハ
本

社
並
ニ
元
扱
店
ノ
締
結
ニ
係
ル
モ
ノ
ト
当
店
直
接
ノ
締
結
ニ
係
ル
モ
ノ
ト
二
種
ア
リ

前
者
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
主
ト
シ
テ
彼
阿
会
社
、
郵
船
会
社
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
諸
汽
船
会

社
及
ビ
渣
旬
商
会
（J.M

atheson &
 Co.

…
…
筆
者
注
）
等
ノ
契
約
ニ
シ
テ
後
者
ニ

属
ス
ル
モ
ノ
ハ
重
ニ
清
商
ト
ノ
契
約
ナ
リ
」

　

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
約
定
締
結
店
別
に
よ
る
分
類
が
行
わ
れ
て
お
り
、
第
一
の

タ
イ
プ
は
本
社
あ
る
い
は
元
扱
店
の
約
定
で
あ
る（

　
）
63

。
売
約
先
は
、
彼
阿
会
社
（
Ｐ
＆

Ｏ
）
や
郵
船
会
社
（
日
本
郵
船
）
な
ど
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
海
運
会
社
で
あ
っ
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て
、三
菱
の
内
外
の
支
店
や
代
理
店
で
石
炭
を
積
み
取
っ
て
い
た
。
三
菱
と
し
て
は
、

窓
口
を
一
つ
に
し
て
、
交
渉
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
の
タ
イ
プ
は
香
港
支
店
直
接
の
約
定
で
あ
り
、「
重
ニ
清
商
ト
ノ
契
約
」
で

あ
っ
た
。「
地
方
売
約
定（

　
）
64

」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
、「
時
ニ
外

国
汽
船
会
社
其
他
ニ
対
シ
臨
時
ノ
売
炭
ヲ
為
ス
コ
ト
ナ
キ
ニ
非
ル
モ
其
数
量
多
カ
ラ

ズ（
　
）
65

」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
臨
時
売
炭
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
三
菱
の
売
炭
の
基
本
的
特
徴
は
、
前
稿
に
お
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に（

　
）
66

、
ま

ず
長
期
・
大
口
の
売
炭
契
約
を
結
び
（
約
定
売
炭
）、
こ
れ
に
基
づ
い
て
月
々
一
定

量
の
引
渡
し
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
（
定
期
渡
し
）。
そ
し
て
、
契
約
期
限
が
近
付

く
と
更
新
を
重
ね
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
引
合
が
あ
れ
ば
、
前
記
「
臨
時
売

炭
」
と
称
さ
れ
る
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
取
引
で
は
、
基
本
的
に
現
物
と
し

て
た
だ
ち
に
引
き
渡
さ
れ
る
が
、
翌
月
に
引
き
渡
さ
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
た
。
お
そ

ら
く
、単
発
的
取
引
を「
臨
時
売
炭
」と
し
て
特
に
区
別
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
年
報
』

や
『
月
報
』
に
お
い
て
も
、
他
の
売
炭
と
区
別
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
売
炭

を
契
機
と
し
て
、
約
定
売
炭
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
約
定
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
記
録
方
法
は
、『
記
事
月

報
（
香
港
）』
第
四
号
（
一
九
一
一
年
九
月
）
か
ら
変
更
さ
れ
る
。
記
録
方
法
に
沿
っ

て
述
べ
れ
ば
、
本
社
・
元
扱
店
の
約
定
は
記
載
さ
れ
な
く
な
り
、
香
港
支
店
直
接
の

約
定
高
、す
な
わ
ち
「
地
方
売
約
定
」
高
の
み
の
記
載
と
な
る
。
そ
の
表
記
方
法
は
、

当
初
必
ず
し
も
一
定
し
な
い
が
、
同
第
十
二
号
以
降
「
新
規
地
方
売
約
定
炭
」
と
し

て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
香
港
支
店
の
売
渡
炭
（
引
渡
炭
）
は
、
第
一
号
～
第
三
号
で
は
、
本
社
・

元
扱
店
の
約
定
、
香
港
支
店
直
接
の
約
定
、
そ
し
て
臨
時
売
炭
と
三
つ
に
分
け
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
号
以
降
、「
汽
船
供
給
炭
」、「
汽
船
以
外
供
給
炭
」、

お
よ
び
「
臨
時
売
炭
」
の
三
つ
の
タ
イ
プ
で
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
記
録
方
法
の
変
更
は
実
質
上
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
社
・
元

扱
店
の
約
定
の
う
ち
一
社
の
み
汽
船
以
外
供
給
炭
で
あ
り
、
ま
た
香
港
支
店
直
接
の

約
定
の
う
ち
一
社
の
み
汽
船
供
給
炭
で
あ
っ
た
か
ら
、
簡
単
な
操
作
で
、
第
一
号
以

降
、
汽
船
供
給
炭
、
汽
船
以
外
供
給
炭
、
臨
時
売
炭
別
の
売
渡
炭
の
統
計
表
を
作
成

で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
後
掲
第
16
表
参
照
）。

　

で
は
、
以
下
三
菱
香
港
支
店
の
売
炭
状
況
に
つ
い
て
、『
年
報
（
香
港
）』
を
利
用

し
て
一
九
〇
七
年
度
、
そ
し
て
『
記
事
月
報
（
香
港
）』
を
利
用
し
て
一
九
一
一
年

六
月
～
一
九
一
二
年
五
月
の
事
例
を
や
や
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
一
）
一
九
〇
七
年
度

　

第
13
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
取
扱
炭
各
月
一
覧
表
（
一
九
〇
七
年
度
）
で
あ
る
。

取
扱
炭
と
は
売
渡
高
＝
引
渡
高
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
九
〇
七
年
度
の
合

計
は
一
一
六
、一
六
四
ト
ン
、
月
平
均
九
、六
八
〇
ト
ン
で
あ
る
。
同
表
よ
り
、
重
要

点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
点
と
し
て
、
平
均
以
下
の
月
は
順
に
、
十
月
、
二
月
、
三
月
、
四
月
、
六
月
、

七
月
、
九
月
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
石
炭
は
、
通
常
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
需
要
が

増
加
し
、
逆
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
需
要
が
減
少
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み

れ
ば
、
十
月
、
二
月
、
九
月
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
と
な
る
。
二
月
は
中
国
の
旧

正
月
に
あ
た
り
、
取
引
は
「
一
般
ニ
休
業
ノ
姿（

　
）
67

」
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
十
月
お

よ
び
九
月
に
つ
い
て
は
、
三
菱
上
海
支
店
の
事
例
か
ら
類
推
す
れ
ば（

　
）
68

、
通
常
夏
季
に

海
上
運
賃
が
下
落
す
る
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
安
く
な
っ
た
石
炭
を
買
い
だ
め
し

て
お
く
石
炭
商
や
需
要
家
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
反
動
で
九
，
十
月
は
荷
動

き
が
停
滞
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
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第
二
点
と
し
て
、
平
均
を
上
回
っ
た
月
は
、
十
一
月
、
十
二
月
、
一
月
、
五
月
、

八
月
で
あ
っ
た
。
十
一
月
は
同
年
度
の
ピ
ー
ク
を
な
す
が
、
最
小
月
の
六
月
の
三

倍
近
く
に
達
し
て
い
た
。
需
要
季
節
を
迎
え
て
活
発
な
取
引
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
十
二
月
、
一
月
も
一
万
ト
ン
を
超
え
て
い
る
。
一
月
は
、
旧
正
月
を
前
に
し
て

二
月
分
も
取
引
さ
れ
て
い
る
。
八
月
に
第
二
の
ピ
ー
ク
が
来
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
夏
季
の
海
上
運
賃
下
落
時
に
買
い
だ
め
し
て
お
こ
う
と
す
る
動
き

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
前
後
の
七
月
、
九
月
も
平
均
以
下
と
は
い
え
、
比
較
的
取

引
量
が
多
い
の
は
同
じ
事
情
の
た
め
で
あ
る
。
五
月
の
事
情
は
不
詳
で
あ
る
。
石
炭

取
引
に
は
、
運
賃
や
為
替
の
変
動
、
中
国
の
景
気
、
国
際
情
勢
、
そ
し
て
門
司
石
炭

市
場
の
動
向
な
ど
が
か
ら
み
、
季
節
的
要
因
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
場
合
が
多
々

あ
っ
た
。

　

次
に
、『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度
を
利
用
し
て
、
同
年
度
の
約
定
状
況
に

つ
い
て
、
上
半
期
（
一
～
六
月
）
と
下
半
期
（
七
～
十
二
月
）
に
分
け
て
み
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
上
半
期
で
は
、
一
九
〇
六
年
十
二
月
に
は
「
折
柄
市
況
ハ
弱
気
ノ
最
中（

　
）
69

」
の

た
め
、
同
月
は
新
入
ピ
ラ
ー
切
込
炭
四
、二
〇
〇
ト
ン
の
売
約
が
成
立
し
た
だ
け

で
あ
っ
た
。
翌
〇
七
年
に
入
っ
て
も
炭
況
に
変
化
な
く
、
三
ヵ
月
を
要
し
て
合
計

二
七
、二
〇
〇
ト
ン
の
約
定
を
得
た
の
で
あ
る
。
同
『
年
報
』
は
、
こ
の
間
の
事
情

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
70

。

　
「
斯
ク
テ
新
年
ニ
入
リ
テ
モ
炭
況
ハ
別
段
ノ
変
化
ナ
ク
其
中
ブ
ラ
ド
レ
ー
商
会
ハ

全
然
買
主
ノ
要
求
ヲ
容
レ
赤
池
塊
炭
船
側
七
弗
七
十
五
仙
テ
フ
廉
価
ヲ
以
テ
一
ケ
年

約
五
万
屯
ノ
契
約
ヲ
取
結
ベ
リ
清
商
ガ
一
般
狡
知
ニ
富
ミ
同
業
者
ヲ
シ
テ
盛
ニ
競
争

ヲ
行
ハ
シ
メ
其
間
ニ
利
益
ヲ
博
セ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
殆
ン
ト
其
慣
用
手
段
ナ
ル
ニ
手
数

料
取
リ
ノ
商
店
ガ
直
段
ハ
少
々
安
ク
ト
モ
可
成
多
量
売
捌
ク
ヲ
以
テ
自
己
ニ
利
ア
リ

ト
考
フ
ル
ヨ
リ
シ
テ
其
腰
甚
タ
弱
ク
何
時
モ
其
手
段
ニ
乗
セ
ラ
ル
ル
ノ
傾
向
ア
ル
ハ

甚
ダ
嘆
ク
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
大
勢
既
ニ
崩
ル
ル
ニ
及
ン
デ
ハ
独
力
ノ
能
ク
支
フ
ル
所
ニ

ア
ラ
ズ
徒
ラ
ニ
之
ニ
反
抗
ス
ル
モ
却
ツ
テ
商
機
ヲ
逸
ス
ル
ノ
虞
ア
ル
ヲ
以
テ
我
社
モ

亦
相
当
ノ
直
引
ヲ
為
シ
テ
估
客
ノ
誘
引
ニ
勉
メ
タ
リ
」

　
『
年
報
』
は
当
時
の
状
況
を
生
々
し
く
描
写
し
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

三
菱
も
、
最
後
に
は
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
よ
う
な
大
手
石
炭
商
の
廉
価
販
売
攻
勢
に

抗
し
き
れ
ず
、「
相
当
ノ
直
引
」
を
行
っ
て
、
前
記
約
定
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
は
生
産
部
門
を
も
た
な
い
石
炭
商
で
あ
り
、
販
売
期
間
の
短
縮
と
販

売
量
の
増
加
に
、
よ
り
利
益
を
見
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
菱
香
港
支
店

数量（ｔ）

〔出典〕 『年報（香港）』1907年度、統計表第１、より作成。

年・月

合　計

平　均

第13表　三菱香港支店取扱炭
各月一覧表（1907年度）
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は
三
菱
傘
下
炭
坑
の
販
売
部
門
で
あ
っ
て
、
生
産
部
門
の
利
害
関
係
と
生
産
状
況
に

制
約
を
受
け
て
い
た
。
三
菱
と
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
は
必
ず
し
も
協
調
で
き
る
と
は
限
ら

な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
三
菱
門
司
支
店
は
当
該
期
に
お
い
て
香

港
支
店
に
販
売
制
限
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。『
年
報
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る（
　
）
71

。

　
「
元
地
ニ
於
ケ
ル
炭
況
一
層
活
発
ニ
シ
テ
当
地
ニ
輸
送
ス
ル
ノ
用
ヲ
見
サ
リ
シ
故

ニ
ヤ
門
司
支
店
ヨ
リ
売
約
数
量
ノ
制
限
ヲ
受
ケ
シ
ヲ
以
テ
一
先
手
ヲ
引
ク
コ
ト
ト
セ

リ
爾
来
三
ヵ
月
ノ
間
（
略
）
元
地
ノ
市
況
ニ
伴
フ
ガ
如
キ
好
価
格
ヲ
得
ル
能
ハ
サ
リ

シ
ヲ
以
テ
空
シ
ク
其
間
ヲ
経
過
セ
リ
」

　

三
菱
門
司
支
店
は
筑
豊
炭
の
元
扱
店
と
し
て
、
国
内
と
海
外
の
炭
況
を
比
較
勘
案

し
つ
つ
、
よ
り
有
利
な
市
場
で
販
売
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、「
元
地
」
＝
国
内
で
販
売
す
る
た
め
に
香
港
支
店
の
販
売
に
制
限
を
加
え
た

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
次
に
一
九
〇
七
年
下
半
期
に
移
ろ
う
。

　

下
半
期
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
六
月
下
旬
頃
ヨ
リ
始
メ
七
月
中
旬
頃
迠
ニ
其
大

体
ヲ
終
ワ
レ
リ
」
と
さ
れ
る
が
、
炭
価
は
「
尚
弱
気
配（

　
）
72

」
で
あ
っ
て
、「
結
約
意
ノ
如

ク
ナ
ラ
ズ
（
略
）
誠
ニ
遺
憾（

　
）
73

」
と
報
告
さ
れ
た
。『
年
報
』
は
、「
塊
炭
ハ
門
司
支
店

ノ
求
ム
ル
ガ
如
キ
好
価
格
ヲ
得
ル
能
ハ
ザ
リ
シ
為
メ
又
粉
炭
ハ
余
剰
ナ
キ
為
メ
屢
々

売
約
ヲ
謝
絶
セ
リ（

　
）
74

」と
記
し
て
い
る
。
上
半
期
同
様
、門
司
の
炭
価
が
香
港
を
上
回
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
約
定
合
計
は
二
四
、三
五
〇
ト
ン
と
な
り
、
上
半
期
を 

三
、〇
〇
〇
ト
ン
近
く
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
こ
で
さ
ら
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
日
露
戦
争
後
か
ら
第

一
次
世
界
大
戦
に
至
る
時
期
は
、
石
炭
の
国
内
重
要
が
漸
増
し
て
い
き
、
し
だ
い
に

石
炭
産
業
は
内
需
産
業
化
し
て
い
く
過
渡
期
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
三
菱
香
港
支
店
に
お
い
て
「
門
司
支
店
ノ
求
ム
ル
ガ
如
キ
好
価
格
」
で
の
販

売
は
困
難
な
場
合
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
一
九
〇
七
年
度
の
売
約
状
況
を
み
て
き
た
が
、
さ
ら
に
同
『
年
報
』
に
お

け
る
注
目
す
べ
き
報
告
を
と
り
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

第
一
点
は
、「
前
年
度
ノ
末
新
入
切
込
炭
ヲ
新
ニ
當
市
場
ニ
輸
入（

　
）
75

」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
取
扱
品
種
を
増
加
さ
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
新
入
炭
は
鯰
田
炭
に
比

し
価
格
が
安
く
、
し
か
も
幅
広
い
用
途
が
あ
っ
て
、
船
舶
焚
料
用
、
鉄
道
用
、
陶
磁

窯
業
用
、
煉
瓦
窯
業
用
な
ど
に
適
し
て
い
た（

　
）
76

。
新
た
な
販
路
の
開
拓
を
図
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

第
二
点
は
、
佐
与
炭
（
鯰
田
炭
坑
産
の
や
や
品
質
の
劣
る
石
炭
）
の
品
質
改
善

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
佐
与
炭
は
「
昨
年
品
質
ニ
関
ス
ル
苦
情
続
出（

　
）
77

」
し
て

一
九
〇
七
年
上
半
期
は
販
売
不
振
で
あ
っ
た
が
、
下
半
期
に
は
「
品
質
ノ
改
良
ヲ
認

メ
ラ
レ（

　
）
78

」
約
定
高
を
倍
増
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
迅
速
に
対
応
出
来
た
背

景
と
し
て
、
鯰
田
炭
坑
が
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
選
炭
機
械
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ

た
こ
と
を
想
起
し
て
よ
い（

　
）
79

。

　

第
14
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
取
扱
炭
一
覧
表
（
一
九
〇
七
年
度
）
で
あ
る
。

　

同
表
は
、
引
渡
先
内
訳
と
銘
柄
別
内
訳
・
形
状
別
内
訳
を
一
表
に
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
は
本
来
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
若
干
の
不
整
合
が

あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
点
を
順
に
整
理
し
て
お

く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
引
渡
先
内
訳
表
を
み
て
お
こ
う
。

第
一
に
合
計
一
一
六
、一
六
四
ト
ン
、
そ
の
う
ち
汽
船
計
四
二
・
八
％
、
地
方
売
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五
〇
・
〇
％
、
臨
時
売
炭
七
・
二
％
、
の
順
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
売
は
主
に
香

港
の
中
国
商
人
向
け
販
売
で
あ
っ
て
、さ
ら
に
工
場
、小
海
運
会
社
、一
般
都
市
需
要
、

そ
し
て
広
東
向
け
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
臨
時
売
炭
は
、
汽
船
、
石
炭
商
向
け
が
中

心
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
香
港
と
い
え
ば
船
舶
焚
料
炭
向
け
が
圧
倒
的
割
合
を
占
め
て

い
た
が
、
一
九
〇
七
年
度
三
菱
香
港
支
店
の
売
炭
で
は
汽
船
向
け
は
半
ば
を
大
き
く

割
り
込
ん
で
い
た
。
た
だ
し
、
臨
時
売
炭
に
は
汽
船
向
け
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た

中
国
商
人
は
近
海
航
路
向
け
汽
船
に
も
販
売
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

実
際
の
汽
船
向
け
は
こ
こ
で
示
さ
れ
る
割
合
よ
り
も
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｐ
＆
Ｏ
と
日
本
郵
船
を
と
り
あ
げ
る
と
、
香
港
支
店
取
扱
炭
の

四
二
・
〇
％
を
占
め
、
と
も
に
鯰
田
炭
の
み
購
入
し
て
い
る
こ

と
、
両
社
は
本
社
約
定
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
＆
Ｏ
は
、

香
港
支
店
取
扱
炭
合
計
に
対
し
て
鯰
田
塊
炭
八
・
五
％
、
鯰
田

粉
炭
七
・
八
％
、
計
一
六
・
三
％
、
日
本
郵
船
は
鯰
田
切
込
炭

二
五
・
七
％
を
占
め
た
。
鯰
田
炭
は
、
香
港
支
店
が
取
り
扱
う

最
上
位
炭
で
あ
っ
た
が
、
定
期
遠
洋
航
路
に
就
航
し
て
い
る
両

社
は
優
良
炭
の
最
良
の
顧
客
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
地
方
売
で
は
鯰
田
炭
に
加
え
て
、
新
入
炭
と
佐
与

炭
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
向
け
で
は
工
場

用
が
多
く
な
り
、
よ
り
低
価
格
を
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
両

炭
を
合
計
す
る
と
、
鯰
田
炭
を
上
回
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
銘
柄
別
内
訳
に
移
ろ
う
。

　

香
港
支
店
が
取
り
扱
っ
た
石
炭
の
割
合
は
、
鯰
田
炭

七
二
・
八
％
、
新
入
炭
一
八
・
一
％
、
佐
与
炭
九
・
〇
％
、
宮
尾

炭
〇
・
一
％
、
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
高
価
格
の
鯰
田
炭
が
圧

倒
的
割
合
を
占
め
て
お
り
、
や
は
り
香
港
は
三
菱
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
特
別

な
優
良
市
場
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
工
場
用
炭
の
販
路
を
開
拓
す
る
た
め
に
は
新

入
炭
や
佐
与
炭
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

形
状
別
内
訳
で
は
、
塊
炭
二
〇
・
九
％
、
粉
炭
一
二
・
九
％
、
切
込
炭
六
六
・
一
％

と
な
っ
て
い
る
。
塊
炭
が
粉
炭
の
一
・
六
倍
も
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
船
舶
焚
料

炭
需
要
の
多
い
香
港
石
炭
市
場
の
特
徴
が
こ
こ
に
も
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

鯰田塊

鯰田粉

小計

鯰田切

不詳

鯰田炭

新入炭

佐与炭

不詳

塊炭

切込炭

粉炭

小計

切込炭

切込炭

塊炭

切込炭

小計

塊炭計

形状別内訳 粉炭計

切込炭計

（注）

〔出典〕

鯰田炭

新入炭

佐与炭

汽　船　　計

地方売

地　方　売　計

臨時売炭

合　　計

銘柄別内訳

第14表　三菱香港支店取扱炭一覧表（1907年度）

引渡先内訳

彼阿会社

日本郵船

外国諸汽船

1．彼阿会社・日本郵船は本社約定。
2．外国汽船は本社・門司支店約定。
3．地方売炭・臨時売炭は香港支店約定。
4．臨時売炭＝合計－（汽船計＋地方売炭計）。
5．宮尾炭は社外炭。
6．引渡先内訳合計と銘柄別内訳合計は不一致。

『年報（香港）』1907年度、6～8頁、および23～25頁、より作成。

合　　計

宮尾炭
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（
二
）
一
九
一
一
年
六
月
～
一
九
一
二
年
五
月

　

第
15
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
地
方
売
約
定
一
覧
表
で
あ
る
。

月 炭種 毎月数量（ｔ） 引渡期間 炭価 数量合計（ｔ）
6 鯰田塊 1,575 1911.6～12（7ヵ月） 8.15 9,450

鯰田小塊 700 1911.6～12（7ヵ月） 7.15 4,200
鯰田ピラー切 200 1911.6～12（7ヵ月） 7.00 1,200
新入ニ等切 4,500 1911.6.7～12（6、7ヵ月） 6.00 22,500
金田粉 1,000 1911.7～12（6ヵ月） 6.00 6,000
唐津塊 270 1911.6～12（7ヵ月） － 1,600
唐津粉 1,220 1911.6～12（7ヵ月） － 7,300

小　計 9,465 52,250
7 鯰田小塊 － 100
8 鯰田塊 － 250

鯰田小塊 － 280
小　計 530

9 佐与切 300 1911.9～12（4ヵ月） － 1,200
新入ピラー切 500 1911.10～11（2ヵ月） － 1,000

小　計 800 2,200
10 新入ニ等切 平均 333 1911.10～12（3ヵ月） － 1,000

佐与切 平均 1,708 1911.11～1912.4（6ヵ月） － 10,250
小　計 2,041 11,250

12 鯰田塊 － 1912.1～12（12ヵ月） － －
鯰田粉 － － －

1 鯰田塊 1,775 1912.1～12（12ヵ月） 8.00 21,300
鯰田塊 300 1912.1～10（10ヵ月） 8.00 3,000
鯰田小塊 450 1912.1～12（12ヵ月） 7.20 5,400
鯰田ピラー切 200 1912.1～10（10ヵ月） 6.90 2,000
鯰田ピラー切 200 1912.1～6（6ヵ月） 6.90 1,200
新入ニ等切 3,000 1912.1～6（6ヵ月） 6.00 18,000
鯰田切 － － －

小　計 5,925 50,900
2 岸岳塊 200 8.00 200

佐与塊 600 6.50 600
相知粉 200 6.00 200
唐津粉 1,000 5.10 1,000

小　計 2,000 2,000
3 新入ピラー切 600 1912.4～12（9ヵ月） － 5,400

新入ピラー切 2,650 1912.6～12（7ヵ月） － 18,500
鯰田ピラー切 1,500 1912.5～7（3ヵ月） － 4,500
金田粉 1,350 1912.4～12（9ヵ月） － 12,150

小　計 6,100 40,600
4 鯰田塊 125 1912.5～12（8ヵ月） 8.00 1,000

金田粉 125 1912.4～12（8ヵ月） 5.65 1,000
小　計 250 2,000

5 鯰田粉 800 1912.5～12（8ヵ月） － 6,400
鯰田小塊 700 1912.6～12（8ヵ月） － 4,900
鯰田切 800 1912.4～12（8ヵ月） － 6,400
新入ピラー切 2,000 1912.4～12（8ヵ月） － 16,000
新入ピラー切 1,750 1912.6～12（7ヵ月） － 12,250
佐与切 3,600 1912.5～12（8ヵ月） － 28,800
佐与切 2,500 1912.6～12（7ヵ月） － 17,500
金田粉 800 1912.5～12（8ヵ月） － 6,400

小　計 12,950 98,650
260,480

〔出典〕　『記事月報』第1号～第12号、より作成。

合　計

第15表　三菱香港支店地方売約定一覧表（1911年6月～1912年5月）
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地
方
売
は
、
香
港
支
店
直
接
の
約
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
三
菱
の
約
定
方

針
で
は
、前
述
し
た
よ
う
に
一
年
を
上
半
期（
一
～
六
月
）と
下
半
期（
七
～
十
二
月
）

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
初
前
後
に
集
中
的
に
長
期
・
大
口
の
約
定
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
た
。同
表
に
よ
れ
ば
、一
九
一
一
年
六
月
に
五
二
、二
五
〇
ト
ン（
合

計
の
二
九
・
九
％
）、
翌
一
二
年
一
月
に
五
〇
、九
〇
〇
ト
ン
（
同
二
九
・
一
％
）、
五

月
に
一
二
、九
五
〇
ト
ン
（
同
七
・
四
％
）
の
約
定
を
取
り
結
ん
で
お
り
、
三
ヵ
月

合
計
は
年
間
合
計
の
六
六
・
四
％
に
達
し
て
い
た
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
三
月
に
も

四
〇
、六
〇
〇
ト
ン
（
同
二
三
・
二
％
）
の
ま
と
ま
っ
た
約
定
が
あ
り
、
こ
れ
ら
四
か

月
合
計
で
は
八
九
・
六
％
と
な
り
、
集
中
約
定
方
針
は
貫
徹
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

以
下
、
各
月
の
約
定
に
つ
い
て
月
を
追
っ
て
み
て
い
こ
う
。

　

一
九
一
一
年
六
月
に
つ
い
て
、『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
一
号
は
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る（

　
）
80

。

　
「
五
月
迄
ノ
地
方
売
約
定
ハ
昨
年
十
二
月
中
ノ
締
結
ニ
係
リ
（
略
）
今
ヤ
其
大
数

ヲ
受
渡
シ
余
ス
処
幾
バ
ク
モ
ナ
ク
且
ツ
満
洲
ペ
ス
ト
以
後
暫
ラ
ク
当
地
ニ
跡
ヲ
絶
チ

タ
リ
シ
撫
順
炭
再
来
ノ
報
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
急
遽
新
契
約
ノ
締
結
ニ
取
掛
リ
（
略
）

一
カ
月
ノ
約
定
高
九
千
四
百
六
十
五
噸
ニ
達
シ
本
期
ヨ
リ
約
定
数
量
ヲ
増
加
セ
ン
ト

ノ
希
望
ハ
半
バ
達
セ
ラ
レ
タ
リ
」

　

前
記
六
月
の
集
中
的
約
定
の
事
情
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
順
調
に

進
み
、
約
定
増
加
の
希
望
も
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
菱
が
撫
順
炭

の
動
向
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
同
月
の
約
定
炭
種
を
取
り
上
げ

る
と
、
塊
炭
（
鯰
田
、
唐
津
）、
粉
炭
（
金
田
、
唐
津
）、
切
込
炭
（
鯰
田
、
新
入
）、

小
塊
炭
（
鯰
田
）
と
、
多
く
の
形
状
と
品
質
の
石
炭
を
扱
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ

に
応
じ
て
価
格
差
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
鯰
田
塊
炭
は
高
品
質
・
高
価
格
で
あ
り
、

ト
ン
当
り
八
・
一
五
ド
ル
、
こ
れ
に
対
し
て
鯰
田
小
塊
炭
は
同
七
・
一
五
ド
ル
、
ト
ン

当
り
一
ド
ル
の
価
格
差
が
あ
っ
た
。
小
塊
炭
は
粉
炭
よ
り
選
別
さ
れ
た
の
で
、
比
較

的
廉
価
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
鯰
田
塊
炭
に
手
の
届
か
な
い
需
要
家
に
対
し
て
は
鯰

田
小
塊
炭
に
よ
っ
て
販
路
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
品
種
を
取
り
揃
え
る
こ

と
で
、
競
争
条
件
を
有
利
に
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

翌
七
月
は
、
鯰
田
小
塊
炭
一
〇
〇
ト
ン
の
約
定
で
あ
っ
た
が
、
同
月
に
は
取
扱
品

種
の
増
加
努
力
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
二
号

は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
81

。

　
「
一
度
市
場
ヲ
退
キ
タ
ル
佐
与
切
込
炭
ヲ
再
ビ
売
込
マ
ン
ト
ノ
希
望
ヲ
以
テ
見
本

炭
ヲ
取
寄
セ
目
下
売
約
交
渉
中
」

　

佐
与
炭
が
一
度
市
場
を
退
い
た
事
情
は
不
詳
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
佐

与
炭
に
は
品
質
に
難
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
価
格
は
鯰
田
炭
よ
り
安
く
、
品
質
の
改
善
の
程
度
に
よ
っ
て
十
分
販
路
の
開

拓
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

八
月
は
計
五
三
〇
ト
ン
の
売
約
し
か
な
く
不
振
で
、「
専
ラ
既
約
炭
ノ
受
渡
ニ
従

事
シ
タ
リ（

　
）
82

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
月
は
、「
荷
捌
甚
ダ
良
好
ナ
リ
キ（

　
）
83

」
と
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
約
定
は
一
一
、二
五
〇
ト
ン
に
上
っ
た
。
十
一
月
は
地
方
売
約
定
の
記
録

は
な
く
、
辛
亥
革
命
の
影
響
が
表
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
十
二
月
は
「
来
年
度

約
定（

　
）
84

」
の
時
期
に
あ
た
る
が
、二
件
の
約
定
が
成
立
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
と
の
も
の
で
、従
来
と
同
一
の
条
件
と
さ
れ
た
（
鯰
田
塊
、
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数
量
不
詳
）。
も
う
一
つ
は
、香
港
の
ラ
ン
ド
リ
ー
会
社
と
の
新
約
定
で
あ
っ
た
（
鯰

田
粉
、数
量
不
詳
）。
三
菱
に
と
っ
て
、地
方
売
約
定
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
が
、

『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
七
号
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

　
）
85

。

　
「
即
チ
重
ニ
対
支
那
人
契
約
ハ
本
月
ヲ
以
テ
契
約
期
間
満
了
ヲ
告
グ
ル
モ
ノ
多
キ

ヲ
以
テ
先
般
来
改
約
方
百
方
尽
力
中
ナ
レ
ド
今
回
清
国
ニ
於
ケ
ル
革
命
運
動
ノ
影
響

ハ
需
要
家
並
ニ
石
炭
商
ノ
購
買
力
ヲ
減
少
セ
シ
メ
タ
ル
ト
本
年
度
製
糸
業
不
成
績
ノ

結
果
ト
ニ
因
リ
商
談
思
ヒ
ノ
外
ニ
困
難
ナ
リ
、
且
ツ
鯰
田
塊
炭
ノ
需
要
者
タ
ル
広
東

製
糸
業
家
ガ
目
下
大
部
分
操
業
ヲ
中
止
シ
居
ル
為
メ
予
期
ノ
数
量
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ

ズ
目
下
必
死
交
渉
中
ナ
リ
」

　

三
菱
香
港
支
店
は
、
辛
亥
革
命
と
製
糸
業
の
不
振
の
た
め
に
、
予
期
の
約
定
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
汕
頭
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
商
会
と
の
間
に

「
臨
時
売
炭
約
定
」
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
翌
一
月
引
き
渡
さ

れ
た
。
通
常
、
臨
時
売
炭
は
時
間
を
お
か
ず
引
き
渡
さ
れ
る
が
、
こ
の
売
炭
は
珍
し

い
事
例
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
売
炭
で
は
「
右
送
炭
船
ト
シ
テ
ハ
大
冶
丸
ヲ
回
航

ノ
事
ト
為
シ
タ
リ（

　
）
86

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
冶
丸
は
、
元
来
八
幡
製
鉄
所
向
け
大
治

鉄
鉱
石
の
運
搬
船
と
し
て
三
菱
長
崎
造
船
所
に
お
い
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

往
航
便
に
石
炭
、
帰
航
便
に
大
冶
鉄
鉱
石
を
積
載
し
て
い
た
。
し
か
し
、
冬
季
の
長

江
減
水
期
に
は
大
型
汽
船
が
遡
航
で
き
な
く
な
り
、
冬
季
は
鉄
鉱
石
の
積
み
出
し
は

で
き
な
か
っ
た（

　
）
87

。
そ
の
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
運
炭
船
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

一
九
一
二
年
一
月
も
改
約
月
に
あ
た
り
計
五
〇
、九
〇
〇
ト
ン
の
約
定
を
得
た
が
、

前
年
六
月
の
そ
れ
を
下
回
っ
た
。『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
八
号
は
、
そ
の
事
情
に

つ
い
て
「
清
国
事
変
ノ
為
メ
金
融
逼
迫
ノ
折
柄
旧
節
季
ニ
近
ヅ
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
予
期

ノ
如
キ
取
引
ヲ
見
ズ（

　
）
88

」
と
伝
え
て
い
る
。
翌
二
月
は
中
国
の
旧
正
月
に
当
た
り
、
同

第
九
号
は
、「
二
月
ニ
入
リ
テ
ハ
支
那
節
季
ニ
押
迫
リ
金
融
逼
迫
荷
捌
不
活
発（

　
）
89

」
と
記

し
て
お
り
、
約
定
は
二
、〇
〇
〇
ト
ン
と
低
調
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
三
月
は
「
幾
分
カ
好
気
配（

　
）
90

」
と
さ
れ
、
四
〇
、六
〇
〇
ト
ン
も
の
大
量
約

定
と
な
っ
た
。
三
月
の
約
定
は
、
四
件
の
う
ち
引
渡
期
間
九
ヵ
月
二
件
、
七
ヵ
月
一

件
、
三
ヵ
月
一
件
と
な
っ
て
お
り
、
改
約
期
の
約
定
と
基
本
的
に
同
じ
性
格
で
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
は
、
上
半
期
・
下
半
期
の
改
約
期
以
外
で
は
、
三
月
も
そ
れ
に
準
ず

る
時
期
で
あ
っ
た
と
の
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
五
月
は
下
半
期
の
改
約

期
に
あ
た
り
、
八
件
合
計
九
八
、六
五
〇
ト
ン
と
い
う
未
曾
有
の
約
定
高
と
な
っ
た
。

引
渡
期
間
は
、
八
ヵ
月
五
件
、
七
ヵ
月
三
件
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
長
期
約
定

で
あ
っ
た
。
三
菱
香
港
支
店
は
、
三
月
と
五
月
の
約
定
に
よ
っ
て
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
香
港
輸
入
炭
総
額
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
大
き
く
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

第
16
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
石
炭
売
渡
高
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
香
港
支
店
売
渡
炭
合
計
の
内
訳
は
、
汽
船
二
九
・
四
％
、
汽
船

以
外
六
二
・
三
％
、
そ
し
て
臨
時
売
炭
八
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
汽
船
供

給
炭
は
本
社
・
元
扱
店
の
約
定
炭
で
あ
り
、
汽
船
以
外
お
よ
び
臨
時
売
炭
は
香
港
支

店
直
接
の
約
定
炭
で
あ
っ
た
。
以
下
、
順
に
各
売
渡
高
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
検
討

し
た
い
。

　

ま
ず
、
汽
船
用
で
あ
る
。
香
港
と
い
え
ば
国
際
自
由
貿
易
港
と
し
て
発
展
を
遂

げ
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
か
つ
て
香
港
の
石
炭
需
要
は
汽
船
用
が
大
宗
を
な
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
期
に
は
三
菱
で
は
汽
船
供
給
炭
は
三
〇
％
程
度
の
水
準

と
な
っ
て
い
た
。
三
菱
の
傘
下
に
は
、
汽
船
用
優
良
炭
を
産
出
す
る
炭
坑
が
多
か
っ

た
の
で
、
三
菱
に
と
っ
て
は
汽
船
用
高
級
炭
市
場
が
相
対
的
に
狭
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
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と
を
意
味
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
売
渡
高
の
月
平
均
は
約
四
、〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
て
、

最
大
月
八
月
は
最
小
月
十
月
の
一
・
五
倍
で
あ
っ
て
、
比
較
的
安
定
し
た
供
給
高
で

あ
っ
た
。
売
約
高
が
改
約
月
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、売
渡
高（
引

渡
高
）
は
平
均
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

第
17
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
汽
船
供
給
炭
一
覧
表
（
一
九
一
一
年
六
月
～

一
九
一
二
年
五
月
）
で
あ
る
。

　

同
表
の
重
要
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
供
給
先
割
合
で
は
Ｐ
＆
Ｏ
五
七
・
二
％
、
日
本
郵
船
二
八
・
六
％
、

以
上
わ
ず
か
二
社
で
八
五
・
八
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
14
表
と
比
較
す

れ
ば
、
二
社
の
割
合
は
低
下
し
た
と
は
い
え
、
二
社
依
存
体
制
に
変
わ
り
は
な
か
っ

た
。
し
か
も
、
二
社
は
全
て
鯰
田
炭
を
使
用
し
て
お
り
、
鯰
田
炭
供
給
高
合
計
の

九
〇
％
を
占
め
た
。
二
社
依
存
体
制
と
は
、
香
港
支
店
に
お
い
て
は
、
量
の
面
で
も
、

質
の
面
で
も
あ
て
は
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
同
表
銘
柄
別
内
訳
に
よ
れ
ば
、
鯰
田
炭
だ
け
で
合
計
の
九
五
・
一
％
を

占
め
て
他
炭
を
圧
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鯰
田
炭
の
内
訳
を
同
表
よ
り

計
算
す
る
と
、塊
炭
三
四
・
六
％
、切
込
炭
三
二
・
八
％
、粉
炭
二
七
・
六
％
の
順
と
な
っ

て
お
り
、
価
格
が
高
く
と
も
、
汽
船
用
に
は
塊
炭
や
切
込
炭
が
選
好
さ
れ
て
い
た
こ

供給先 炭種

鯰田塊

鯰田粉

小計

鯰田塊

鯰田切

小計

金田塊

鯰田塊

相知塊

鯰田切

小計

スタンダード石油会社 鯰田塊

コッケルライン汽船 鯰田切

門司普通切

諸国汽船 焚料炭

暹羅駆逐艦 金田塊

合計

〔出典〕第16表に同じ。

金  田  炭

相  知  炭

不  明

形状別内訳

塊  炭

粉  炭

切  込  炭

不  明

第17表　三菱香港支店汽船供給炭一覧表（1911年6月～1912年5月）

合計

銘柄別内訳

鯰  田  炭

日本郵船

彼阿会社

グラスゴー契約汽船

第16表　三菱香港支店石炭売渡高一覧表（1911年６月～1912年５月）
（単位：ｔ）

汽船 汽船以外 臨時売炭 合計 シュワン・トーマス

4,084 6,215 10,299

3,112 5,396 1,280 9,788

4,416 6,765 1,076 12,257

3,311 10,673 13,984 2,220

2,999 10,089 13,088 2,900

3,354 9,221 12,575 1,700

4,347 8,244 12,591

4,375 3,691 2,874 10,940 4,100

4,303 7,255 1,890 13,448

4,393 4,282 1,839 10,514 4,039

3,502 10,598 3,000 17,100

3,598 14,469 935 19,002

45,794 96,898 12,894 155,586 14,959

(29.4) (62.3) (8.3) (100)

（注）

〔出典〕 『記事月報』第1号～第12号、より作成。

シュワン・トーマスは、独自に三菱炭を輸入しており、三菱香港支
店売渡高として計算されないが、三菱炭の香港輸入高として考え
られるものである。

年・月

1911.6

7

8

9

10

11

12

1912.1

2

3

4

5

合計
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と
が
知
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
形
状
内
訳
に
よ
れ
ば
、
塊
炭
三
八
・
七
％
、
切

込
炭
三
三
・
一
％
、
粉
炭
二
七
・
六
％
、
の
順
と
な
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
定
期
遠
洋
航
路
の
汽
船
は
、
優
良
な
塊
炭
、

切
込
炭
を
中
心
に
購
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。　
　
　

　

な
お
、
三
菱
炭
の
汽
船
供
給
先
が
主
と
し
て
Ｐ
＆
Ｏ
と
日

本
郵
船
で
あ
っ
た
た
め
、
以
上
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
た
こ

と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
汽
船
と
い
っ
て
も
、
沿

岸
航
路
、
河
川
汽
船
、
小
蒸
気
船
で
は
、
な
に
よ
り
も
低
価

格
炭
を
需
要
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
お
い
て
は

購
入
炭
の
品
質
も
、
形
状
構
成
も
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
低
価
格
の
粉
炭
、
切
込
炭

を
需
要
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
汽
船
以
外
供
給
炭
に
移
ろ
う
。
こ
れ
は
基
本
的
に

地
方
売
約
定
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
工
場
用
、
鉄
道
用
、
一
般
都
市
需
要
が
想
定
さ

れ
る
が
、
小
海
運
会
社
向
け
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
直
接
の
販
売
先
は
、
ほ

と
ん
ど
中
国
人
の
石
炭
商
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
の
一
～
二
割
程
度
が
広

東
に
積
送
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

　

第
18
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
汽
船
以
外
供
給
炭
内
訳
表
（
一
九
一
一
年
六
月
～

一
九
一
二
年
五
月
）
で
あ
る
。

同
表
の
重
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
銘
柄
別
割
合
で
は
鯰
田
炭
四
一
・
一
％
、
新
入
炭
三
七
・
〇
％
、
佐

与
炭
一
三
・
九
％
、
以
上
で
九
二
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
汽
船
向
け
と
は

異
な
り
、
鯰
田
炭
の
割
合
は
大
き
く
低
下
し
、
代
わ
っ
て
新
入
炭
や
佐
与
炭
が
重
要

な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工
場
用
で
は
、
一
般
的
に
品
質
よ
り
価
格
が
重

視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
形
状
別
で
は
切
込
炭
六
六
・
九
％
、
塊
炭
一
四
・
九
％
、
粉
炭
七
・
八
％
、

小
塊
炭
五
・
四
％
、
二
等
切
込
炭
四
・
九
％
、
の
順
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
汽
船
向
け
と
は
大
き
く
異
な
り
、
切
込
炭
が
他
を
圧
倒
し
て
お
り
、
高
価
な
塊
炭

は
敬
遠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
粉
炭
や
小
塊
炭
、
二
等
切
込
炭
の
よ
う
に
塊

炭
よ
り
廉
価
な
形
状
が
需
要
さ
れ
て
い
た
。多
く
の
品
種
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
通
常
工
場
用
炭
と
い
え
ば
、
粉
炭
が
主
流
を
な
し
た
が
、
三
菱
香
港
支
店

で
は
切
込
炭
が
選
好
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

第
19
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
地
方
売
約
定
炭
価
表
で
あ
る
。

形状

塊

粉

切

小塊

計

塊

粉

切

ニ等切

小塊

計

塊

切

計

粉

切

計

塊

粉

計

粉

不明

塊

粉

切

ニ等切

小塊

不明

（注）

〔出典〕 第16表に同じ。

数量

1．臨時売炭を含まない。
2．合計は第16表に同じ。

銘柄

鯰　田

新　入

佐　与

形
状
内
訳

合　計

第18表　三菱香港支店汽船以外供給炭
内訳表（1911年6月～1912年5月）

金　田

唐　津

高　島

拾得炭・雑炭
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地
方
売
約
定
は
、
基
本
的
に
汽
船
以
外
供
給
炭
で
あ
る
が
、
同
表
に
よ
れ
ば
、
同

じ
塊
炭
で
あ
っ
て
も
、
鯰
田
炭
と
佐
与
炭
で
は
、
ト
ン
当
た
り
一
・
五
ド
ル
の
価
格

差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
粉
炭
に
お
い
て
も
相
知
炭
と
唐
津
炭
、
切
込
炭
で
も
鯰
田

切
込
炭
と
新
入
二
等
切
込
炭
で
は
同
〇
・
九
ド
ル
の
価
格
差
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

鯰
田
小
塊
炭
は
同
切
込
炭
よ
り
も
同
〇
・
三
ド
ル
高
か
っ
た
。
小
塊
炭
は
粉
炭
か
ら

選
別
さ
れ
た
の
で
、
販
売
す
る
側
に
お
い
て
も
粉
炭
で
売
る
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、品
種
の
相
違
は
価
格
差
に
結
び
付
い
て
お
り
、

地
方
売
約
定
に
お
い
て
多
く
の
品
種
を
揃
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
需
要
家
獲
得
に

有
利
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
臨
時
売
炭
を
と
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
臨
時
売
炭
で
は
、
一
九
一
二
年
一

月
以
降
の
販
売
先
が
判
明
す
る
。
一
月
汕
頭
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
商
会
二
、八
七
四
ト
ン

（
前
記
十
二
月
臨
時
売
炭
約
定
分
）、
二
月J.M

.&
Co.

一
、八
九
〇
ト
ン
、
三
月
香
港

船
渠
会
社
四
〇
五
ト
ン
、
四
月
汕
頭
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
商
会
三
、〇
〇
〇
ト
ン
、
五
月

シ
ュ
ワ
ン
・
ト
ー
マ
ス
商
会
三
二
五
ト
ン
、汽
船
用
一
七
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ

ド
レ
ー
商
会
は
有
力
石
炭
商
で
あ
る
。
不
足
分
を
三
菱
香
港
支
店
か
ら
補
充
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、J.M

.&
Co.

や
シ
ュ
ワ
ン
・
ト
ー
マ
ス
商
会
も
、
前
掲
第

10
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
香
港
の
石
炭
商
で
あ
っ
た
。
臨
時
売
炭
で
は
、
大
部
分
が

非
中
国
系
石
炭
商
向
け
で
あ
っ
た
。

Ⅴ
．
三
菱
香
港
支
店
の
経
営
収
支

　

１
．
貸
借
対
照
表
の
構
成

　

第
20
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
貸
借
対
照
表
貸
方
（
負
債
義
務
ニ
属
ス
ル
分
）
一
覧

表
で
あ
る
。

　

主
要
な
勘
定
に
つ
い
て
、
整
理
し
つ
つ
順
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
「
本
社
」、「
本
社
鉱
業
部
」、「
固
定
資
金
」の
三
勘
定
は
、名
称
は
変
化
し
て
い
る
が
、

基
本
的
に
本
社
関
係
勘
定
と
し
て
同
じ
性
格
の
勘
定
で
あ
る
。
計
上
さ
れ
て
い
る
金

額
は
、
後
掲
第
21
表
の
固
定
資
産
小
計
の
金
額
に
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
該
勘
定
は
本
社
資
金
の
う
ち
、
固
定
資
産
に
充
当
さ
れ
た
資
金
を
示
し
て
い
る
。

計
上
金
額
は
、
一
九
〇
八
年
度
の
二
九
・
九
万
ド
ル
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
九
一
〇
年

度
ま
で
漸
減
し
、
一
九
一
一
年
度
に
二
九
・
七
万
ド
ル
と
わ
ず
か
に
増
加
し
た
。
減

少
は
、
基
本
的
に
消
却
に
よ
る
も
の
で
、
滅
失
や
譲
渡
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
審
ら
か
で
は
な
い
。

　
「
本
社
当
座
」、「
本
社
鉱
業
部
当
座
」、「
本
社
営
業
部
取
引
」
の
三
勘
定
は
、
名

（炭価：トン当りドル）

形状 銘柄 炭価 約定月

鯰田 1月

岸岳 2月

佐与 2月

相知 2月

唐津 2月

切 鯰田 1月

ニ等切 新入 1月

小塊 鯰田 1月

第19表　三菱香港支店地方売約定炭価表（1912年1～2月）

塊

粉

〔出典〕　『記事月報（香港）』第8、9号、より作成。
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称
は
変
化
し
て
い
る
が
、「
本
社
」
勘
定
の
場
合
と
同
様
に
、
基
本
的
に
本
社
当
座

関
係
勘
定
と
し
て
同
じ
性
格
の
勘
定
で
あ
る
。
当
該
勘
定
は
相
殺
勘
定
で
あ
る
た

め
、
貸
方
に
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
香
港
支
店
の
本
社
当
座
借
越
高
を
示
す
こ

と
に
な
る
。
同
表
で
は
、
一
九
〇
八
～
一
九
一
一
年
度
に
わ
た
っ
て
す
べ
て
貸
方
計

上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
香
港
支
店
で
は
本
社
当
座
借
越
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
当
該
勘
定
は
、
運
転
資
金
（
流
動
資
産
）
を
ま
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
九
〇
八
年
度
六
・
二
万
ド
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
〇
九
年
度
〇
・
七
万
ド
ル
に
激
減

し
、
一
九
一
〇
年
度
二
・
四
万
ド
ル
に
増
加
、
そ
し
て
翌
一
一
年
度
一
二
・
〇
万
ド
ル

と
前
年
度
比
九
・
六
万
ド
ル
も
の
激
増
と
な
っ
た
。
こ
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
後
に

借
方
の
勘
定
を
検
討
す
る
際
に
、
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
「
仮
預
金
」
勘
定
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
一
年
度
三
菱
上
海
支
店
の
「
財
産
目
録
」

に
「
売
炭
契
約
ニ
係
ル
手
附
金
外（

　
）
91

」
と
の
注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
こ
で
は
、

基
本
的
に
売
炭
契
約
に
伴
う
保
証
金
と
理
解
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
三
菱
の
約

定
売
炭
は
、
通
常
長
期
・
大
口
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
約
定
が
履
行
さ
れ
な
い
と
リ

ス
ク
も
大
き
か
っ
た
の
で
こ
の
よ
う
な
保
証
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
計
上
金
額
が
大
き
く
変
動
し
て
い
る
が
、
保
証
金
の
多
寡
は
売
約
に
影
響
す
る

の
で
、
景
況
や
相
手
の
信
用
な
ど
に
応
じ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
純
利
益
」
勘
定
は
、
一
九
〇
九
年
度
の
み
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後

掲
第
28
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
一
年
度
も
純
益
を
計
上
し
て
い
た
。

　

以
上
、
貸
借
対
照
表
貸
方
を
み
て
き
た
が
、
合
計
に
対
し
て
本
社
関
係
勘
定
と

本
社
当
座
関
係
勘
定
の
割
合
が
ほ
と
ん
ど
全
部
を
占
め
て
お
り
、
香
港
支
店
が
本

社
資
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
本
社
関
係
勘
定
は

一
九
〇
八
年
度
で
は
合
計
の
七
九
・
七
％
、
一
九
一
一
年
度
に
お
い
て
も
七
〇
・
六
％

と
極
め
て
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
香
港
支
店
の
営
業
が
売
炭
活
動
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
規
業
務
に
進
出
す
れ
ば
、
本
社

当
座
関
係
勘
定
の
割
合
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
21
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
貸
借
対
照
表
借
方
（
財
産
権
利
ニ
属
ス
ル
分
）
一
覧

表
で
あ
る
。

（単位：ドル）

1908 1909 1910 1911

298,668

61,587

297,252 296,456

6,783 24,449

297,069

120,073

87 104

0.4 0.4

14,714 3,955 8,748 3,652

367

2,569

374,968 311,014 329,758 420,794

（注）

〔出典〕

傭使人疾病共済基金

仮預金

勤倹預金

本社鉱業部当座

本社営業部取引

固定資金

傭使人扶助基金

傭使人退隠基金

第20表　三菱香港支店貸借対照表貸方（負債義務ニ属スル分）一覧表

勘定科目

本社

本社当座

本社鉱業部

年９月。1911年度は1910年10月～1911年12月（15ヵ月）。以下同様。

純利益

合計

1908年度は1908年4月～9月（6ヵ月）。1909，10年度は前年10月～当該

『支店勘定書』Ⅳ、より作成。
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主
要
な
勘
定
に
つ
い
て
、
整
理
し
つ
つ
順
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
「
地
所
」、「
小
蒸
気
船
」、「
器
具
機
械
」、「
備
品
」
の
四
勘
定
は
、
固
定
資
産
勘

定
に
属
し
て
い
る
。
以
上
四
勘
定
合
計
は
、
同
表
に
お
い
て
固
定
資
産
小
計
と
し
て

示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
前
掲
第
20
表
の
本
社
勘
定
の
金
額
に

一
致
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
地
所
勘
定
か
ら
み
て
お
こ
う
。
上
海
支
店
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

支
店
は
借
家
住
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
貯
炭
場
に
つ
い
て
は
開
設
後
ま
も
な
く
地
所

を
購
入
し
て
建
設
に
着
手
し
た
。
一
九
〇
八
年
度
「
地
所
勘
定
明
細
表
」
に
よ
れ

ば
、
地
所
勘
定
二
八
四
、五
〇
四
ド
ル
の
内
訳
は
、「
地
所
買
入
代
並
ニ
登
記
料
其
他
」

二
六
三
、三
五
五
ド
ル
、「
九
龍
地
所
工
事
監
督
料
」
二
一
、一
四
九
ド
ル
（「
九
龍
貯

炭
場
出
張
所
建
築
費
」
五
八
五
ド
ル
を
含
む
）
で
あ
っ
た（

　
）
92

。
三
菱
合
資
と
し
て
は
、

貯
炭
場
に
大
き
な
投
資
を
行
っ
た
の
で
、
支
店
用
の
社
有
建
物
は
我
慢
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
「
小
蒸
気
船
」
は
、
三
菱
門
司
支
店
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
三
菱
合
資
と
し

て
新
た
な
負
担
を
必
要
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
譲
渡
原
価
は
一
五
、二
五
〇
ド
ル
、

一
九
〇
八
年
一
月
一
四
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
消
却
率
年
一
〇
％
を
控
除
し

て
一
四
、一
六
四
ド
ル
が
計
上
さ
れ
た（

　
）
93

。
以
後
も
、
消
却
率
年
一
〇
％
で
あ
っ
た
。

　
「
器
具
機
械
」
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
度
三
菱
香
港
支
店
の
「
貸

借
対
照
表
」
に
よ
れ
ば
、
同
器
具
機
械
は
、
前
年
度
五
六
一
ド
ル
で
取
得
し
、
前
年

度
・
本
年
度
消
却
計
一
六
四
ド
ル
を
控
除
し
て
残
高
三
九
六
ド
ル
を
計
上
し
た
も
の

で
あ
る（

　
）
94

。
香
港
支
店
は
、
石
炭
営
業
に
専
念
し
て
い
た
の
で
、
石
炭
の
揚
げ
降
ろ
し

用
あ
る
い
は
計
量
用
の
機
械
を
設
置
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
備
品
」
は
一
九
〇
九
年
度
五
六
一
ド
ル
、
翌
一
〇
年
度
四
七
九
ド
ル
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
香
港
支
店
の
「
賃
借
対
照
表
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
九
年
度
備
品
原
価

は
八
五
八
ド
ル
、
消
却
二
九
七
ド
ル
、
一
九
一
〇
年
度
備
品
原
価
は
五
六
一
ド
ル
、

消
却
八
一
ド
ル
で
あ
っ
て
、
消
却
を
控
除
し
て
各
年
度
残
高
が
算
出
さ
れ
て
い
る（

　
）
95

。

消
却
率
は
、
順
に
三
四
・
六
％
、
一
五
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
翌
一
九
一
一
年
度

の
処
理
方
法
は
不
詳
で
あ
る
。
同
年
度
に
残
高
は
な
い
が
、
消
却
や
譲
渡
の
記
録
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
残
高
金
額
を
消
却
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
消
却
率
は
一
〇
〇
％

（単位：ドル）

勘定科目

地所

家屋

小蒸気船

器具機械

備品

固定資産小計

石炭掛代金

売掛代金

仮払金

正金

香上銀行当座

正金銀行当座

台湾銀行当座

純損失

合計

〔出典〕 第20表に同じ。

第21表　三菱香港支店貸借対照表借方（財産権利ニ属スル分）一覧表
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と
な
る
。

　

以
上
、
固
定
資
産
四
勘
定
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
香
港
支
店
会
計
独
立
は

一
九
〇
八
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
は
門
司
支
店
か
ら
み
れ
ば
香
港
支

店
の
貯
炭
場
を
完
成
し
、
小
蒸
気
船
を
引
き
渡
し
て
後
に
会
計
独
立
を
認
め
た
こ

と
に
な
る
。
上
海
支
店
で
は
、
会
計
独
立
後
支
店
の
固
定
資
産
投
資
が
始
ま
っ
て
お

り（
　
）
96

、
支
店
に
よ
っ
て
異
な
る
対
応
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
支
店
会
計
独
立
の
意
味

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
消
却
率
に
つ
い
て
い
え
ば
、
小
蒸

気
船
と
一
九
一
〇
年
度
備
品
は
三
菱
合
資
の
標
準
消
却
率
に
従
っ
て
い
た
が
、
器
具

機
械
や
一
九
〇
九
、一
一
年
度
備
品
は
そ
れ
を
上
回
る
消
却
率
が
適
用
さ
れ
て
い
た

と
想
定
さ
れ
る
。
三
菱
の
堅
実
経
営
が
看
守
さ
れ
よ
う
。

　

次
に
、
流
動
資
産
勘
定
に
移
ろ
う
。

　
「
石
炭
掛
代
金
」
は
、
一
九
一
一
年
度
に
「
売
掛
代
金
」
と
変
更
さ
れ
た
。
他
の

東
ア
ジ
ア
海
外
支
店
で
は
、
雑
貨
取
扱
に
進
出
し
て
お
り
、
一
般
的
な
名
称
で
あ
る

売
掛
代
金
勘
定
の
開
設
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
香
港
支
店
は
、
石
炭
取
扱
専
業
を

続
け
た
の
で
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
変
更
は
不
要
で
あ
っ
た
が
、
全
社
的
必
要
か
ら

変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
炭
掛
代
金
は
、
一
九
〇
八
～
一
〇
年
度
に
お
い
て
、

五
、〇
〇
〇
～
七
、〇
〇
〇
ド
ル
台
で
推
移
し
て
い
た
の
が
、
一
九
一
一
年
度
に
突
然

五
万
ド
ル
弱
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
急
に
売
上
が
増
加
し
た
の
で
は

な
く
、
同
年
度
は
決
算
期
日
が
同
年
九
月
末
か
ら
十
二
月
末
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
間
に
十
月
に
辛
亥
革
命
が
勃
発
し
、
販
売
代
金
の
回
収
が
滞
っ
た
た
め
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
、
銀
行
当
座
勘
定
を
み
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
香
港
支
店
の
取
引
銀
行

に
は
、
香
上
銀
行
（
香
港
上
海
銀
行
…
…
筆
者
注
）、
正
金
銀
行
、
お
よ
び
台
湾
銀

行
が
あ
っ
た
。
香
港
支
店
で
は
、
当
座
残
高
か
ら
み
れ
ば
、
正
金
銀
行
と
台
湾
銀

行
を
主
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
銀
行
の
当
座
残
高
合
計
は
、

一
九
一
〇
年
度
に
二
・
三
万
ド
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
翌
一
一
年
度
に
七
・
三
万
ド
ル
と

三
倍
に
急
増
し
て
い
た
。銀
行
当
座
残
高
は
、本
来
大
部
分
が
石
炭
販
売
代
金
で
あ
っ

て
、門
司
支
店
に
送
金
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、時
期
に
よ
っ

て
は
本
社
当
座
借
越
高
に
対
し
て
、
そ
の
返
済
に
充
当
さ
れ
る
資
金
で
も
あ
っ
た
。

　

一
九
一
一
年
度
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
社
当
座
勘
定
が
前
年
度
比
九
・
六
万

ド
ル
増
加
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
石
炭
掛
代
金
同
四
・
一
万
ド
ル
増
と
三
銀
行
当
座

4月 5月 6月 7月 8月

（注）

〔出典〕

傭使人扶助勘定

仮預金勘定

営業利益

合計

『自明治41年4月至同年8月　香港支店貸借試算表』，より作成。

元帳には、門司支店勘定が、毎月貸方、借方に同額が計上されてお
り、相殺勘定のために、貸方、借方の残高はゼロとなり、本表には計
上がなくなっている。金額は4月109,222ドル、5月233,456ドル、6月
278,320ドル、7月335,083ドル、8月374,486ドル、となっている。

第22表　三菱香港支店総勘定元帳貸方一覧表（1908年）
（単位：ドル）

勘定科目

本社勘定

本社当座勘定
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同
五
・
〇
万
ド
ル
増
、計
九
・
一
万
ド
ル
の
増
加
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

香
港
支
店
に
お
い
て
石
炭
掛
代
金
と
銀
行
当
座
残
高
が
急
増
す
る
な
か
で
、
同
支
店

は
本
社
当
座
借
越
高
を
増
加
さ
せ
て
事
態
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
た
と
解
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
断
片
的
な
史
料
で
あ
る
が
、
一
九
〇
八
年
四
月
か
ら
同
年
八
月
ま
で

の
五
ヵ
月
分
の
香
港
支
店
の
「
総
勘
定
元
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
支
店
の
会
計

独
立
後
の
初
年
度
の
事
業
年
度
が
一
九
〇
八
年
四
月
～
九
月
で
あ
る
か
ら
、「
総
勘

定
元
帳
」
は
九
月
を
除
い
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
参

考
と
し
て
、「
総
勘
定
元
帳
」
の
貸
方
、
借
方
を
順
に
み
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
22
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
総
勘
定
元
帳
貸
方
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
の
重
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
本
社
勘
定
が
一
九
〇
八
年
七
月
よ
り
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

会
計
独
立
と
同
時
に
香
港
支
店
に
本
社
勘
定
が
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
が
、
本
社
勘
定
は
固
定
資
産
に
充
当

さ
れ
て
い
た
の
で
、
一
定
の
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
に
、
本
社
当
座
勘
定
は
四
月
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
毎
月
の
変

動
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
営
業
利
益
が
毎
月
計
上
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期
間
は
表
面
的
に
は
順
調

で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
同
表
の
（
注
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
元
帳
の
貸
方
、
借
方
に
毎
月
門
司

支
店
勘
定
の
記
載
が
あ
り
、
同
額
が
計
上
さ
れ
て
相
殺
さ
れ
、
残
高
が
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
門
司
支
店
勘
定
は
、
貸
方
で
は
石
炭
の
販
売
代
金
を

示
し
、
借
方
は
門
司
支
店
送
金
額
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

も
し
こ
の
想
定
が
正
し
け
れ
ば
、
香
港
支
店
の
一
年
間
の
石
炭
販
売
高
は
、
単
純
計

算
で
お
よ
そ
三
二
〇
万
ド
ル
と
い
う
勘
定
と
な
ろ
う
。

　

第
23
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
総
勘
定
元
帳
借
方
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
の
重
要
点
を
次
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
一
九
〇
八
年
七
月
よ
り
地
所
勘
定
と
小
蒸
気
船
勘
定
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
両
勘
定
の
合
計
は
本
社
勘
定
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、備
品
勘
定
が
五
月
以
降
毎
月
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
金
額
は
本
社
勘
定
に
は
含
ま
れ
て
い
ず
、
固
定
資
産
扱
い
で
は
な
か
っ
た
。

（単位：ドル）

勘定科目 4月 5月 6月 7月 8月

地所勘定

小蒸気船勘定

備品勘定

現金勘定

香上銀行当座勘定

台湾銀行当座勘定

正金銀行当座勘定

石炭掛代金勘定

仮払金勘定

滞金勘定

合計

第23表　三菱香港支店総勘定元帳借方一覧表（1908年）

〔出典〕 第22表に同じ。
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第
三
に
、
銀
行
当
座
勘
定
に
は
香
上
銀
行
、
台
湾
銀
行
、
お
よ
び
正
金
銀
行
の
三

行
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
台
湾
銀
行
は
六
月
以
降
計
上
さ
れ
、
四
・
一
万
ド
ル
か

ら
八
月
に
八
・
四
万
ド
ル
に
倍
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
第
21
表

で
は
九
月
に
は
一
・
七
万
ド
ル
に
激
減
し
て
お
り
、
台
湾
銀
行
と
の
巨
額
の
取
引
は

短
期
間
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
七
月
、
八
月
に
滞
金
勘
定
一
三
、八
三
二
ド
ル
が
突
然
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
勘
定
は
、
前
掲
第
21
表
に
は
計
上
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
当
該
滞
金
は
、
後
に
第
28
表
に
お
い
て
示
す
よ
う
に
、

一
九
〇
八
年
度
に
損
金
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
滞
金
の
内
容
は
史

料
的
に
は
不
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
計
上
さ
れ
た
前
月
の
六
月
に
は
そ
れ
を
示
唆

す
る
よ
う
な
勘
定
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同
表
に
貸
金
勘
定
は

な
く
、
石
炭
掛
代
金
勘
定
は
六
月
に
お
い
て
二
、四
九
一
ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、
七
月
中
の
石
炭
販
売
先
に
お
い
て
倒
産
の
よ
う
な
不
測
の
事
件
が

生
じ
、
た
だ
ち
に
滞
金
勘
定
に
計
上
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
月
は
、
本
社
当
座

勘
定
や
仮
預
金
勘
定
が
激
増
し
て
お
り
、
滞
金
発
生
と
い
う
事
態
に
対
す
る
対
応
で

あ
っ
た
と
の
解
釈
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　

２
．
営
業
勘
定
表
、
損
益
勘
定
表

　

三
菱
合
資
会
社
傘
下
各
場
所
の
決
算
過
程
は
、
通
常
営
業
表
段
階
と
損
益
勘
定

表
段
階
の
二
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り（

　
）
97

、
そ
れ
は
香
港
支
店
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
両
表
を
順
に
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
が
、
香
港
支
店
は

開
設
後
一
九
〇
八
年
四
月
会
計
独
立
と
な
る
た
め
、
営
業
勘
定
表
は
会
計
門
司
支
店

所
属
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
一
九
〇
七
年
度
（
一
九
〇
六
年
九
月
～
一
九
〇
七
年
八

月
）、お
よ
び
一
九
〇
八
年
度
（
一
九
〇
七
年
九
月
～
〇
八
年
三
月
）
の
二
年
度
分
と
、

会
計
独
立
後
の
一
九
〇
八
年
度（
一
九
〇
八
年
四
月
～
同
年
九
月
）、一
九
〇
九
年
度
、

一
九
一
〇
年
度
、
一
九
一
一
年
度
（
一
九
一
〇
年
十
月
～
一
一
年
十
二
月
）
の
四
年

度
分
に
分
か
れ
る
。
な
お
、
門
司
支
店
所
属
期
で
は
貨
幣
単
位
は
円
で
あ
る
が
、
会

計
独
立
後
は
香
港
ド
ル
の
表
示
に
変
化
す
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
24
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
営
業
勘
定
表
貸
方
一
覧
表
（
門
司
支
店
所
属
期
）
で

あ
る
。

　

同
表
に
み
ら
れ
る
重
要
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

収
益
勘
定
の
二
ヵ
年
度
合
計
は
六
〇
、七
五
三
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
石
炭

（単位：円）

（注）

〔出典〕

合計

第24表　三菱香港支店営業勘定表貸方一覧表（門司支店所属期）

勘定科目

石炭取扱手数料

数引及秤量賃

合計

1907年度は、1906年9月～1907年8月、1908年度は、1907
年9月～1908年3月（7ヵ月）。第25表の期間も同様。
『支店勘定書』Ⅲ、Ⅳ、より作成。

倉敷料

利子

雑収入

バスケット代

交換利益
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取
扱
手
数
料
三
五
、二
三
三
円
（
五
八
・
〇
％
）、
数
引
及
秤
量
賃
・
倉
敷
料
計

二
〇
、八
一
五
円
（
三
四
・
三
％
）、
利
子
二
、〇
五
八
円
（
三
・
四
％
）、
雑
収
入 

一
、二
五
六
（
二
・
一
％
）
交
換
利
益
八
〇
九
円
（
一
・
三
％
）、
バ
ス
ケ
ッ
ト
代

五
八
二
円
（
一
・
〇
％
）、
の
順
と
な
る
。
石
炭
取
扱
手
数
料
、
お
よ
び
数
引
及
秤
量

賃
・
倉
敷
料
は
合
わ
せ
る
と
九
二
・
三
％
に
達
す
る
が
、
香
港
支
店
が
売
炭
代
理
店

の
営
業
の
継
承
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
売
炭
に
か
か
わ
る
最
も

重
要
な
収
益
で
あ
っ
た
。「
数
引
及
秤
量
賃
」
の
具
体
的
内
容
が
判
然
と
し
な
い
が
、

会
計
独
立
後
の
営
業
勘
定
表
で
は
「
石
炭
諸
掛
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
石
炭
の
揚

げ
降
ろ
し
や
秤
量
に
伴
う
手
数
料
の
よ
う
な
付
加
的
収
入
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、

倉
敷
料
は
受
け
入
れ
石
炭
に
対
し
て
貯
炭
場
利
用
料
と
し
て
徴
収
し
て
い
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
売
炭
に
専
業
す
る
香
港
支
店
の
営
業
勘
定
表
貸
方
は
、
き
わ
め

て
簡
単
な
構
成
で
あ
っ
た
。

　

第
25
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
営
業
費
一
覧
表
（
門
司
支
店
所
属
期
）
で
あ
る
。

　

同
表
に
み
ら
れ
る
重
要
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

営
業
費
勘
定
の
二
ヵ
年
度
合
計
は
七
〇
、五
一
二
円
と
な
り
、
主
要
な
勘
定
を
取

り
上
げ
る
と
、
雇
人
費
を
含
む
給
料
及
手
当
二
六
、九
〇
八
円
（
三
八
・
二
％
）、
社

宅
費
一
〇
、五
八
五
円
（
一
五
・
〇
％
）、
旅
費
六
、三
二
四
円
（
八
・
八
％
）、
家
賃 

三
、五
〇
三
円
（
五
・
〇
％
）、
通
信
費
三
、一
七
三
円
（
四
・
五
％
）
交
際
費 

三
、〇
九
九
円
（
四
・
四
％
）、
諸
税
金
三
、〇
四
四
円
（
四
・
三
％
）
備
品
二
、七
七
五

円
（
三
・
九
％
）、
の
順
と
な
る
。
売
炭
営
業
を
行
う
三
菱
香
港
支
店
に
と
っ
て
、
以

上
の
費
目
が
大
部
分
を
占
め
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
家
賃
は
支
店
用
の
社
有
建
物

が
な
く
、
オ
フ
ィ
ス
を
借
り
て
い
た
た
め
に
発
生
し
て
い
た
。
ま
た
、
社
宅
費
も
同

様
で
あ
っ
て
、
二
勘
定
合
計
で
は
二
〇
％
を
占
め
、
支
店
経
費
と
し
て
は
重
い
負
担

と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
備
品
勘
定
が
営
業
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
三
菱
合
資

で
は
通
常
貸
借
対
照
表
借
方
勘
定
に
計
上
し
て
消
却
を
行
っ
て
費
用
化
す
る
処
理
が

と
ら
れ
て
い
る
。
当
該
勘
定
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
が
、
消
耗
品
に
近
い
物
品
を
こ

の
よ
う
に
処
理
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
営
業
損
益
を
み
て
お
く
と
、
一
九
〇
七
年
度
が
大
き
な
損
失
を
計
上

し
た
た
め
、
翌
〇
八
年
度
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
両
年
度
合
計
で
は
一
万
円
弱
の
赤

字
で
あ
っ
た
。
支
店
創
業
期
の
経
営
は
、
か
な
ら
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。
な
お
、
門
司
支
店
所
属
期
に
は
、
支
店
独
自
の
損
益
勘
定
表
は
作
成
さ
れ

（単位：円）

勘定科目

給与及手当

雇人費

旅費

家賃

社宅費

小蒸気船

自営取扱炭用バスケット代

交際費

通信費

備品

電燈費

消耗品・文具

新聞雑誌費

諸税金

雑費

その他勘定

営業費合計

営業損益 △ 12,797 △ 9,760

第25表　三菱香港支店営業費一覧表（門司支店所属期）

合計

〔出典〕 第24表に同じ。
（注）　　営業損益＝営業利益－営業費。
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ず
、
門
司
支
店
の
損
益
勘
定
表
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
、
会
計
独
立
後
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
が
、
一
九
一
一
年
度
に
決
算
方

法
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
た
め
、
一
九
〇
八
～
一
九
一
〇
年
度
と
一
九
一
一
年
度
で

は
質
的
に
接
続
し
な
い
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　

第
26
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
営
業
勘
定
表
貸
方
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
の
構
成
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
一
九
一
一
年
度
に
大
き
く
変
更
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
要
点
を
ま
と
め
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
点
と
し
て
、

売
炭
手
数
料
勘
定
、
利
子
勘
定
、
交
換
利
益
勘
定
、
お
よ
び
雑
収
入
勘
定
が
消
え
て

い
る
が
、以
上
四
勘
定
は
後
掲
第
28
表
損
益
勘
定
表
貸
方
に
移
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
売
炭
手
数
料
は
単
に
手
数
料
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
点
と
し
て
、
倉

敷
料
及
石
炭
諸
掛
勘
定
は
、
囲
炭
料
勘
定
と
石
炭
取
扱
費
勘
定
に
分
け
て
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
て
お
い
て
、
同
表
に
み
ら
れ
る
重
要
点
を
整
理
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

　

一
九
〇
八
～
一
九
一
一
年
度
の
三
菱
香
港
支
店
の
収
益
勘
定
の
合
計
は

一
五
一
、〇
六
二
ド
ル
と
な
り
、
そ
の
う
ち
主
要
な
勘
定
は
売
炭
手
数
料

六
九
、〇
二
六
ド
ル
（
四
五
・
七
％
）、
倉
敷
料
及
石
炭
諸
掛
（
一
九
一
一
年
度
囲
炭

料
と
石
炭
取
扱
費
を
含
む
）
七
二
、九
七
七
ド
ル
（
四
八
・
三
％
）、
利
子
六
、六
一
七

ド
ル
（
四
・
四
％
）、
交
換
利
益
一
、二
〇
三
ド
ル
（
〇
・
八
％
）、
の
順
と
な
る
。
香

港
支
店
の
収
益
構
造
は
、
石
炭
収
入
で
合
計
九
四
％
を
占
め
、
依
然
と
し
て
簡
単
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
27
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
営
業
費
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
の
重
要
点
を
、
次
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
一
九
〇
八
～
一
九
一
一
年
度
の
合
計
は
一
七
二
、四
三
〇
ド
ル
、
そ
の
う

ち
主
要
な
勘
定
は
、雇
人
費
を
含
む
給
料
及
手
当
五
七
、九
九
四
ド
ル（
三
三
・
六
％
）、

地
所
二
〇
、八
七
五
ド
ル（
一
二
・
一
％
）、交
際
費
一
七
、八
〇
七
ド
ル（
一
〇
・
三
％
）、

社
宅
費
一
六
、一
二
四
ド
ル（
九
・
四
％
）、事
務
所
費
一
五
、〇
三
四
ド
ル（
八
・
七
％
）、

通
信
費
九
、五
五
六
ド
ル
（
五
・
五
％
）、
旅
費
八
、八
一
一
ド
ル
（
五
・
一
％
）、
交

（単位：ドル）

（注）

〔出典〕

合計

第26表　三菱香港支店営業勘定表貸方一覧表

1908年度は、1908年４月～08年９月，1909，10年度は前年10月～当該年９月，
1911年度は、1910～1911年12月（15ヵ月）。第27表，第28表同様。
第20表に同じ。

勘定科目

売炭手数料

倉敷料及石炭諸掛

囲炭料

石炭取扱費

利子

雑収入

交換利益

合計
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換
損
失
六
、三
六
一
ド
ル
（
三
・
七
％
）、
以
上
の
よ
う
な
順
と
な
る
。
前
掲
第
24
表

と
同
じ
く
、
人
件
費
、
交
際
費
、
旅
費
、
通
信
費
の
割
合
が
高
く
、
合
計
す
る
と

五
四
・
五
％
に
も
達
す
る
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
家
賃
を
含
む
と
思
わ
れ
る
事
務
所
費
、

社
宅
費
、
地
所
の
合
計
も
三
〇
・
二
％
と
な
る
。
な
お
、
地
所
勘
定
は
一
九
一
一
年

度
「
地
所
建
物
費
」
勘
定
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
社
宅
費
と
事
務

所
費
の
勘
定
が
計
上
さ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、「
地
所
建
物
費
」
勘
定
に
合
算
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

交
換
損
失
は
、
一
九
〇
八
年
度
五
、五
七
一
ド
ル
、
翌
〇
九
年
度
七
九
〇
ド
ル

を
計
上
し
た
が
、
〇
八
年
度
は
営
業
費
合
計
の
二
五
・
三
％
を
占
め
、
人
件
費
の

二
四
・
九
％
を
超
え
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
に
お
い
て
指
摘

し
た
よ
う
に
、一
九
〇
七
年
十
～
十
二
月
に
お
け
る
短
期
間
の
未
曾
有
の
銀
貨
下
落
・

変
動
に
続
い
て
、
翌
〇
八
年
四
～
九
月
に
も
銀
貨
の
下
落
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
と

推
測
さ
れ
る（

　
）
98

。一
九
〇
八
年
度
三
菱
の
海
外
支
店
の
交
換
損
失
は
、上
海
一
・
七
万
両
、

香
港
〇
・
六
万
ド
ル
、
漢
口
三
・
二
万
両
、
に
達
し
て
い
た
。

　

最
後
に
、
営
業
損
益
の
推
移
を
み
て
お
く
と
、
一
九
〇
八
～
一
九
一
〇
年
度
で
は

営
業
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
一
年
度
は
、
三
三
、三
四
二
ド
ル
の
赤
字
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
同
年
度
に
お
い
て
収
益
勘
定
の
柱
で
あ
っ

た
売
炭
手
数
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
利
子
、
雑
収
入
、
交
換
利
益
の
四
勘
定
を
営
業

勘
定
表
か
ら
損
益
勘
定
表
に
移
行
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
利
子
、
雑
収

入
、
交
換
利
益
の
移
行
に
は
意
味
が
あ
る
と
し
て
も
、
売
炭
手
数
料
ま
で
移
行
す
る

こ
と
は
、
そ
れ
を
営
業
収
益
と
し
て
扱
わ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
営
業
勘
定
表
を
無

内
容
化
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。　

　

第
28
表
は
、
三
菱
香
港
支
店
損
益
勘
定
表
一
覧
表
で
あ
る
。

　

同
表
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
一
一
年
度
に
大
き
な
変
更
が
あ
る
の
で
、

一
九
〇
八
～
一
九
一
〇
年
度
と
一
九
一
一
年
度
年
に
分
け
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。

　

ま
ず
、
一
九
〇
八
～
一
九
一
〇
年
度
に
お
い
て
は
、
貸
方
は
当
期
営
業
利
益
が
計

上
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
借
方
に
は
消
却
高
計
が
計
上
さ
れ
、
滞
金
勘
定
と

純
益
金
が
そ
れ
ぞ
れ
一
九
〇
八
年
度
と
一
九
〇
九
年
度
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
三
菱

の
損
益
勘
定
表
で
は
通
常
消
却
、
営
業
利
益
ま
た
は
営
業
損
失
、
そ
し
て
営
業
外
損

（単位：ドル）

△ 33,342 △ 21,369

（注）

〔出典〕 

合計

第27表　三菱香港支店営業費一覧表

1. 営業損益 = 営業利益 - 営業費。

第20表に同じ。

2. 地所は、1911年度「地所建物費」。オフィス家賃，社宅費を合算したと
考えられる。

勘定科目
給料及手当
雇人費
旅費
社宅費
傭使人退隠基金
傭使人疾病基金
小蒸気船
地所
事務所費
交際費
通信費
備品
通船費及車賃
消耗費・文具

営業費合計
営業損益

新聞雑誌費
諸税金
雑費
交換損失
その他勘定
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益
勘
定
を
計
上
し
て
最
終
の
純
損
益
が
算
出
さ
れ
る
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
〇
八
年
度
は
八
、〇
〇
四
ド
ル
の
大
き
な
純
損
失
で
あ
っ
た
が
、
翌
〇
九
年
度

は
二
、五
六
九
ド
ル
の
純
益
金
と
な
り
、
一
九
一
〇
年
度
は
再
び
八
二
〇
ド
ル
の
純

損
失
で
あ
っ
た
。
経
営
的
に
は
不
安
定
と
い
う
印
象
を
受
け
る
が
、
と
り
わ
け
〇
八

年
度
に
つ
い
て
は
大
き
な
純
損
失
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　

一
九
〇
八
年
度
損
益
勘
定
表
は
会
計
独
立
後
は
じ
め
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、「
香
港
支
店
第
壱
回
損
益
勘
定
表（

　
）
99

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
前

掲
第
23
表
で
ふ
れ
た
「
滞
金
勘
定
」
一
三
、八
三
二
ド
ル
が
計
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
な
け
れ
ば
、同
年
度
は
五
、八
二
七
ド
ル
の
黒
字
決
算
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
滞
金
の
内
容
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
一
切
不
詳
で
あ
る
。
解
約
し
た
売
炭
代
理

店
（
ゼ
フ
リ
ー
ス
）
に
対
す
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
そ
の
後
に
生
じ
た
石

炭
販
売
代
金
の
回
収
困
難
な
債
権
を
、
会
計
独
立
後
の
初
年
度
の
決
算
で
損
金
処
理

し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
滞
金
の
発
生
が
、
あ
る
い
は
会

計
独
立
を
遅
ら
せ
た
事
情
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
堅
実
経
営
の
三

菱
と
し
て
は
、
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

　

次
に
、
一
九
一
一
年
度
に
移
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
年
度
に
は
営
業
勘
定
表

か
ら
手
数
料
、
利
子
、
交
換
利
益
、
雑
収
入
の
四
勘
定
を
損
益
勘
定
表
に
移
行
し
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
貸
方
に
突
然
こ
れ
ら
の
勘
定
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
手
数
料
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
売
炭
手
数
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
純

益
金
」
の
金
額
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
営
業
勘
定
表
と
損
益
勘
定
表
の
性
格
を

歪
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
同
年
度
九
六
五
ド
ル
の
純
益

金
を
計
上
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
〇
八
～
一
九
一
一
年
度
に
至
る
四
ヵ
年
度
の
純

損
益
合
計
で
は
純
損
失
五
、二
九
〇
ド
ル
と
な
り
、
会
計
独
立
後
の
経
営
は
滞
金
損

金
処
理
の
負
担
も
あ
っ
て
余
り
良
好
と
評
価
で
き
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

一
九
一
一
年
度
に
お
い
て
上
海
や
漢
口
支
店
に
お
い
て
は
雑
貨
取
引
に
関
連
し
て
巨

額
の
損
失
を
計
上
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば（

　
）
100

、
石
炭
専
業
の
香
港
支
店
は
大

き
な
リ
ス
ク
要
因
も
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

Ⅵ
．
お
わ
り
に

（単位：両）

勘定科目

消却高計

当期営業損失

滞金勘定

純益金

借方合計

当期営業利益

手数料

利子

交換利益

雑収入

純損失

貸方合計

〔出典〕 第20表に同じ。

合計

借
方

貸
方

第28表　三菱香港支店損益勘定一覧表
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三
菱
合
資
会
社
は
、
一
九
〇
六
年
四
月
本
社
直
轄
の
上
海
・
香
港
両
支
店
を
開
設

し
、
両
地
に
お
か
れ
た
売
炭
代
理
店
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
売
炭
自
営
と
し
た
。
さ

ら
に
、
同
時
に
三
菱
門
司
支
店
の
漢
口
出
張
所
を
本
社
直
轄
に
移
し
た
。
三
菱
合
資

本
社
は
日
露
戦
争
後
、
東
ア
ジ
ア
へ
の
直
接
進
出
を
志
向
し
て
、
東
ア
ジ
ア
海
外
直

轄
三
支
店
体
制
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
売
炭
自
営
に
よ
る
利

潤
の
内
部
化
と
、
販
路
を
自
ら
直
接
に
開
拓
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
上
海
と
漢
口
の
両
支
店
で
は
菱
華
公
司
を
開
設
し
て
雑
貨
取
引
に
進
出
し

た
の
に
対
し
て
、
香
港
支
店
で
は
明
治
末
に
至
る
ま
で
石
炭
販
売
に
専
念
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
三
菱
の
海
外
三
支
店
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
て

比
較
す
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
事
情
は
史
料
的
に
は
不
詳
で
あ
る
が
、
三
菱
合
資
本
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
条

件
に
対
応
し
て
海
外
支
店
が
雑
貨
取
引
に
進
出
す
る
か
ど
う
か
を
あ
る
程
度
任
せ
て

い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

香
港
石
炭
市
場
は
、
日
清
戦
争
後
に
お
い
て
は
船
舶
焚
料
炭
需
要
を
中
心
と
し
て

い
た
。
香
港
は
当
該
期
世
界
屈
指
の
国
際
貿
易
都
市
で
あ
り
、
欧
米
と
ア
ジ
ア
を
結

ぶ
定
期
遠
洋
航
路
、
お
よ
び
中
国
大
陸
沿
岸
航
路
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
高
品
質
の
塊
炭
や
切
込
炭
か
ら
低
廉
な
切
込
炭
や
粉
炭
に
至
る
ま
で
大
量
の

石
炭
需
要
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
帝
国
主
義
諸
列
強
の
東
ア
ジ
ア
進
出
に
伴
う
軍

事
的
緊
張
に
対
応
し
て
軍
艦
向
け
高
級
塊
炭
に
対
す
る
需
要
も
大
き
く
、
石
炭
市
場

を
左
右
す
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
露
戦
争
後
に
お

い
て
、
香
港
の
石
炭
需
要
に
お
い
て
は
大
き
な
構
造
変
化
が
現
れ
て
い
た
。
香
港
や

広
東
に
お
い
て
工
場
用
炭
の
需
要
が
拡
大
し
て
、
相
対
的
に
軍
艦
需
要
は
低
下
し
、

香
港
の
石
炭
需
要
は
船
舶
焚
料
炭
と
工
場
用
炭
を
基
本
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
石
炭
需
給
構
造
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。
日
露
戦
争

後
、
国
内
の
工
場
用
炭
、
鉄
道
用
炭
、
お
よ
び
船
舶
焚
料
炭
の
需
要
は
大
幅
に
拡
大

し
、
石
炭
産
業
は
国
内
向
け
の
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
し
て
内
需
産
業
化
が
始

ま
り
、
石
炭
の
海
外
輸
出
は
停
滞
か
ら
減
少
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
菱
香
港
支
店
の
石
炭
取
引
に
は
基
本
的
な
特
徴
と
し
て
、
大
口
・
長
期
・
定
期

約
定
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
約
定
は
一
年
を
上
半
期
・
下
半
期
の
二

期
に
分
け
、
期
初
前
後
に
集
中
的
に
約
定
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
約

定
方
式
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
三
菱
の
他
の
支
店
、
売
炭
代
理
店
で
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
通
商
彙
纂
』
に
よ
れ
ば
、
香
港
に
お
い
て
日
清
戦
争
後

に
は
日
本
炭
大
手
の
間
に
「
定
期
ノ
約
定
」
が
定
着
し
て
お
り
、
日
露
戦
争
後
に
は

先
述
し
た
よ
う
な
約
定
方
式
が
香
港
の
大
手
石
炭
商
の
間
で
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
初
前
後
の
約
定
期
に
大
口
・
長
期
約
定
の

獲
得
を
め
ぐ
っ
て
大
手
石
炭
商
の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

三
菱
香
港
支
店
は
、
以
上
の
よ
う
な
香
港
市
場
の
な
か
で
、
鯰
田
炭
な
ど
の
優
良

炭
か
ら
佐
与
炭
な
ど
の
中
等
炭
、
形
状
で
は
塊
炭
、
粉
炭
、
切
込
炭
、
二
等
切
込
炭
、

小
塊
炭
に
至
る
ま
で
多
く
の
品
種
を
取
り
揃
え
る
こ
と
で
、他
の
日
本
炭
や
中
国
炭
、

ホ
ン
ゲ
ー
炭
、
東
京
炭
、
豪
州
炭
な
ど
に
対
抗
し
て
販
路
の
確
保
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
菱
香
港
支
店
は
売
炭
に
専
念
し
た
た
め
、
他
の
海
外
支
店
と
比
較

す
る
と
き
、
一
九
〇
八
年
度
を
除
け
ば
大
き
な
損
失
を
計
上
す
る
こ
と
も
な
く
、
比

較
的
安
定
し
た
経
営
状
態
を
維
持
し
て
い
た
。
同
支
店
は
、
あ
く
ま
で
も
三
菱
の
石

炭
販
売
部
門
と
し
て
、
保
守
的
な
経
営
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

小
論
で
は
、三
菱
香
港
支
店
の
経
営
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、

次
に
三
菱
合
資
の
東
ア
ジ
ア
海
外
三
支
店
を
比
較
検
討
す
る
と
い
う
作
業
が
残
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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注
（
１
）
三
菱
香
港
支
店
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
田
中
完
三
編
『
立

業
貿
易
録
』
一
九
五
八
年
／
旗
手
勲
『
日
本
の
財
閥
と
三
菱
』
楽
游
書
房
、

一
九
七
八
年
／
三
菱
商
事
株
式
会
社
編
『
三
菱
商
事
社
史
』
上
巻
、
一
九
八
六

年
／
長
沢
康
昭
『
三
菱
商
事
成
立
史
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
〇

年
。
ま
た
、
三
菱
に
関
連
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
三
島
康
雄
編
『
三
菱
財
閥
』

一
九
八
一
年
、
巻
末
の
「
参
考
文
献
」
に
詳
し
い
。

（
２
）
三
菱
の
国
内
、
海
外
に
お
け
る
支
店
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
願

い
た
い
。
畠
山
秀
樹
「
大
阪
に
お
け
る
近
代
的
銅
精
錬
業
の
発
展
」（
宇
田
正
・

畠
山
秀
樹
編『
新
し
い
大
阪
の
歴
史
像
を
求
め
て
』嵯
峨
野
書
院
、一
九
九
九
年
）

／
同
「
近
代
大
阪
に
お
け
る
伝
統
的
銅
精
錬
業
」（
宇
田
正
・
畠
山
秀
樹
編
『
歴

史
都
市
圏
大
阪
へ
の
新
接
近
』
嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
／
同
「
三
菱
若

松
支
店
に
関
す
る
覚
書
」（
九
州
大
学
『
経
済
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
三
・
四
合

併
号
、
二
〇
〇
三
年
）
／
同
「
創
業
期
の
三
菱
合
資
神
戸
支
店
」（『
三
菱
史
料

館
論
集
』
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）
／
同
「
三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
筑
豊
炭

販
売
」（『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
／
同
「
三
菱
合
資

会
社
門
司
支
店
の
経
営
発
展
」（
九
州
大
学『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』第
二
六
号
、

二
〇
一
一
年
）
／
同
「
三
菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」（『
三
菱
史
料

館
論
集
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
／
同
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事

業
展
開
」（『
追
手
門
経
済
論
集
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）
一
九
〇
二
年
七
月
開
設
の
三
菱
門
司
支
店
漢
口
出
張
所
は
、
一
九
〇
六
年
四
月

三
菱
合
資
会
社
漢
口
出
張
所
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
一
〇
年
十
月
三
菱
合
資
会

社
漢
口
支
店
と
な
っ
た
。
三
菱
合
資
会
社
漢
口
出
張
所
は
、
一
九
〇
六
年
四
月

一
日
～
〇
七
年
三
月
三
一
日
の
間
、
会
計
は
門
司
支
店
所
属
と
さ
れ
、
〇
七
年

四
月
一
日
会
計
独
立
。
小
論
で
は
、
門
司
支
店
漢
口
出
張
所
時
代
を
除
き
、
正

式
の
名
称
と
は
別
に
、
便
宜
上
「
三
菱
漢
口
支
店
」
あ
る
い
は｢

漢
口
支
店｣

と
表
記
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹
「
三
菱
会
社
漢
口
店
舗
の
事

業
展
開
」（『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
六
一
頁
、
参

照
。
な
お
、
三
菱
の
名
称
・
組
織
も
変
遷
を
重
ね
て
い
る
が
、
小
論
に
関
係
す

る
時
期
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
（
一
八
七
四
年
七

月
～
一
八
八
六
年
三
月
）、
三
菱
社
（
一
八
八
六
年
三
月
～
一
八
九
三
年
十
二

月
）、
三
菱
合
資
会
社
（
一
八
九
三
年
十
二
月
～
一
九
三
七
年
十
二
月
、
同
社

営
業
開
始
は
一
八
九
四
年
一
月
一
日
）、
株
式
会
社
三
菱
社
（
一
九
三
七
年

十
二
月
～
一
九
四
三
年
二
月
）、
株
式
会
社
三
菱
本
社
（
一
九
三
七
年
十
二
月

～
一
九
四
六
年
九
月
）。
小
論
で
は
便
宜
上
、「
三
菱
」、「
三
菱
合
資
」
と
表
記

し
て
い
る
。

（
４
）
三
菱
上
海
支
店
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）・（
２
）
の
文
献
、
参
照
。

（
５
）
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」、
お
よ
び
前
掲
「
三
菱
合
資

会
社
上
海
支
店
の
事
業
展
開
」、
参
照
。

（
６
）
海
外
店
舗
の
主
管
者
の
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
漢

口
店
舗
の
事
業
展
開
」、
お
よ
び
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事
業
展

開
」、
参
照
。

（
７
）
東
京
大
学
出
版
会
復
刻
版
『
三
菱
社
誌
』（
二
〇
）、一
九
八
〇
年
、六
四
九
頁
。

以
下
、『
三
菱
社
誌
』
は
全
て
同
復
刻
版
を
使
用
し
、
出
版
社
、
刊
年
を
略
し
、

復
刻
版
巻
・
頁
号
で
表
記
す
る
。

（
８
）『
三
菱
社
誌
』（
二
一
）、
八
七
三
頁
。
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（
９
）・（
10
）前
掲「
三
菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」六
六
頁
、お
よ
び
同
頁
、

注
（
一
八
）、
参
照
。

（
11
）『
三
菱
社
誌
』（
二
一
）、
八
八
二
頁
。

（
12
）一
九
〇
八
年
度
香
港
支
店「
地
所
勘
定
明
細
表
」（『
支
店
勘
定
書
』Ⅳ
、四
七
頁
）。

（
13
）『
支
店
勘
定
書
』
Ⅳ
，
四
四
頁
。

（
14
）・（
15
）・（
16
）・（
17
）・（
18
）・（
19
）・（
20
）『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度
。

（
21
）『
三
菱
社
誌
』（
二
一
）、
一
〇
六
六
頁
。
な
お
、
同
頁
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　
「
香
港
支
店
従
来Jardine

商
会
ヨ
リ
賃
借
中
ノ
事
務
所
借
期
満
了
セ
ン
ト
ス

ル
ヲ
機
ト
シ
、
同
建
物
内
ニ
三
室
ヲ
借
入
レ
新
事
務
所
ニ
移
転
ス
、
賃
借
期
間

向
二
ヶ
年
家
賃
壱
百
七
拾
五
弗
ト
ス
」

（
22
）
外
務
省
編
『
通
商
彙
纂
』。
同
史
料
か
ら
の
引
用
は
、
以
下
す
べ
て
不
二
出
版

復
刻
版
を
利
用
し
、
出
版
社
、
刊
年
を
略
す
。
巻
号
は
復
刻
版
の
も
の
を
利
用
、

頁
は
復
刻
版
の
通
し
頁
で
示
す
。

（
23
）『
通
商
彙
纂
』
第
一
二
八
巻
、
二
四
四
頁
。

（
24
）
広
東
に
お
け
る
石
炭
需
要
に
つ
い
て
、
一
九
〇
九
年
三
月
広
東
領
事
館
報
告

「
広
東
需
要
石
炭
商
況
」（『
通
商
彙
纂
』
第
一
三
四
巻
）
は
一
九
〇
七
年
頃
約

二
〇
万
ト
ン
（
四
七
二
頁
）、
一
九
〇
九
年
八
月
同
「
広
東
ニ
於
ケ
ル
石
炭
需

要
供
給
最
近
状
況
」（『
通
商
彙
纂
』
第
一
三
九
巻
）
は
一
九
〇
八
年
頃
約
二
二

～
二
三
万
ト
ン
（
三
九
〇
頁
）
と
推
定
し
て
い
る
。
香
港
輸
入
炭
合
計
は
約

一
〇
〇
～
一
二
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
広
東
積
送
炭
は
一
～
二
割
程
度
と

想
定
さ
れ
る
。

（
25
）『
通
商
彙
纂
』
第
一
二
八
巻
、
二
四
五
頁
。

（
26
）
同
、
第
一
〇
五
巻
、
一
三
六
頁
。

（
27
）
同
、
第
一
四
〇
巻
、
四
四
三
頁
。

（
28
）
同
、
第
三
五
巻
、
一
二
～
一
三
頁
。

（
29
）
同
、
第
一
四
〇
巻
、
四
四
三
頁
。

（
30
）・（
31
）
同
、
第
三
五
巻
、
一
三
頁
。

（
32
）
中
国
は
、
辛
亥
革
命
以
前
は
清
国
、
以
後
は
中
華
民
国
で
あ
る
が
、
小
論
で

は
便
宜
上
「
中
国
」
と
表
記
。

（
33
）
一
九
〇
六
年
五
月
香
港
領
事
館
報
告
「
海
外
各
地
ニ
於
ケ
ル
石
炭
需
要
供
給

状
況
―
香
港
」（『
通
商
彙
纂
』
第
一
〇
五
巻
）。

（
34
）
一
九
〇
八
年
二
月
香
港
領
事
館
報
告
「
海
外
各
地
ニ
於
ケ
ル
石
炭
需
給
状
況

―
香
港
」（『
通
商
彙
纂
』
第
一
二
八
巻
）。

（
35
）一
九
〇
九
年
九
月
香
港
領
事
館
報
告「
香
港
ニ
於
ケ
ル
石
炭
ノ
需
要
供
給
状
況
」

（『
通
商
彙
纂
』
第
一
四
〇
巻
）。

（
36
）『
通
商
彙
纂
』
第
一
二
八
巻
、
二
四
四
頁
。

（
37
）『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
一
号
、
八
七
頁
。

（
38
）
一
九
〇
九
年
八
月
広
東
領
事
館
報
告
「
広
東
ニ
於
ケ
ル
石
炭
需
要
供
給
最
近

状
況
」（『
通
商
彙
纂
』
第
一
三
九
巻
）。
以
下
の
数
値
は
同
報
告
に
よ
る
。

（
39
）
香
港
領
事
館
報
告
「
供
給
状
況
」
は
一
九
〇
八
年
に
つ
い
て
、
香
港
輸
入
高

一
〇
三
万
ト
ン
、
そ
の
う
ち
香
港
需
要
高
約
九
三
万
ト
ン
（
約
九
〇
％
）、
広

東
輸
送
高
約
一
〇
万
ト
ン
（
約
一
〇
％
）
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
論

で
は
地
元
で
あ
る
広
東
領
事
館
報
告
の
数
値
を
よ
り
信
頼
で
き
る
も
の
と
考
え

て
、
後
者
の
数
値
を
用
い
た
。

（
40
）・（
41
）
同
、
三
九
一
頁
。

（
42
）
同
、
三
九
二
頁
。

（
43
）
同
、
三
九
〇
頁
。「
広
東
状
況
」
は
、
ホ
ン
ゲ
ー
炭
に
つ
い
て
は
「
単
ニ
価
額
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ノ
低
廉
ナ
ル
点
ニ
於
テ
各
工
場
ニ
於
テ
使
用
ス
ル
モ
ノ
」（
三
九
二
頁
）
と
記

し
て
い
る
。

（
44
）
同
、
三
九
二
頁
。

（
45
）
同
、
三
九
〇
頁
。

（
46
）『
通
商
彙
纂
』、
第
一
七
八
巻
、
六
七
頁
。

（
47
）
同
、
第
一
〇
五
巻
、
一
三
六
～
一
三
七
頁
。

（
48
）・（
49
）
同
、
第
一
二
八
巻
、
二
四
六
頁
。

（
50
）
同
、
第
一
四
〇
巻
、
四
四
四
頁
。

（
51
）
撫
順
炭
鉱
、
開
平
炭
鉱
に
つ
い
て
は
、
高
野
江
基
太
郎
『
増
訂
再
版　

日
本

炭
礦
誌
』
一
九
一
一
年
、
第
三
編
、
五
一
～
一
一
一
頁
、
に
詳
し
い
。

（
52
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」 

七
三
頁
、
お
よ
び
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事
業
展
開
」
五
六
～

五
八
頁
、
参
照
。

（
53
）『
通
商
彙
纂
』
第
一
四
三
巻
、
一
九
頁
。

（
54
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事
業
展
開
」

五
四
～
五
五
頁
、
参
照
。

（
55
）『
通
商
彙
纂
』
第
一
四
五
巻
、
三
二
七
～
三
二
八
頁
。

（
56
）
香
港
領
事
館
報
告
「
香
港
石
炭
市
況
」
の
多
く
の
記
事
か
ら
、
香
港
で
は
三

井
、
三
菱
を
中
心
と
す
る
石
炭
商
大
手
の
売
約
は
、
長
期
・
大
口
・
定
期
渡
し

を
基
本
と
し
て
い
た
姿
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
約
定
時
期

は
当
該
年
前
半
が
前
年
十
一
月
、
十
二
月
、
お
よ
び
当
該
年
一
月
、
そ
し
て
後

半
が
当
該
年
五
月
、
六
月
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
石
炭
商
大
手

間
の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
た
。
三
菱
の
売
炭
の
基
本
方
針
は
三
井
と
同
じ

で
あ
っ
た
。
以
下
、『
通
商
彙
纂
』
よ
り
若
干
の
事
例
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　

一
九
〇
九
年
十
月
「
地
売
リ
景
気
ハ
漸
次
回
復
シ
来
リ
タ
ル
モ
大
口
約
定
ハ
本

邦
炭
商
間
ニ
激
甚
ナ
ル
競
争
起
リ
タ
ル
為
メ
却
ツ
テ
余
程
安
値
ヲ
以
テ
行
ハ
レ

居
レ
リ
」（
第
一
四
二
巻
、
二
三
頁
）

　
　

一
九
〇
九
年
十
一
月
「
来
年
度
大
口
定
期
約
定
ノ
注
文
ニ
対
ス
ル
石
炭
商
間
ノ

競
争
ヲ
除
キ
地
売
リ
品
ハ
相
応
ノ
景
気
ヲ
維
持
」（
第
一
四
二
巻
、
三
五
四
頁
）

　
　

一
九
一
〇
年
二
、三
月
「
大
口
約
定
続
々
成
立
シ
タ
リ
」（
第
一
四
六
巻
、

四
四
七
頁
）

　
　

一
九
一
二
年
一
月
「
旧
正
月
前
ノ
市
況
ト
テ
捗
々
シ
キ
取
引
ナ
ク
又
各
社
長
期

契
約
ノ
時
期
ナ
ル
モ
清
国
事
変
及
為
替
相
場
激
変
ノ
為
未
タ
新
規
商
談
出
来

ス
」（
第
一
七
三
巻
、
一
九
八
頁
）

　
　

一
九
一
二
年
二
月「
前
月
来
各
社
長
期
契
約
更
改
ノ
時
期
ナ
リ
シ
モ
支
那
事
変
、

為
替
相
場
等
ノ
関
係
ヨ
リ
新
規
商
談
成
立
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
前
報
所
報

ノ
如
ク
ナ
ル
」（
第
一
七
四
巻
、
三
二
〇
頁
）

（
57
）『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度
、
八
頁
。

（
58
）
同
、
八
～
九
頁
。

（
59
）
同
、
一
三
頁
。

（
60
）
同
、
八
頁
。

（
61
）
三
菱
の
海
外
支
店
に
お
け
る
新
規
事
業
＝
雑
貨
取
引
に
つ
い
て
は
、前
掲
「
三

菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」、
お
よ
び
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海

支
店
の
事
業
展
開
」、
参
照
。

（
62
）『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
一
号
、
八
五
～
八
六
頁
。

（
63
）
元
扱
店
制
度
と
は
、
三
菱
特
有
の
販
売
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
商
品

に
関
す
る
販
売
権
限
を
、特
定
の
支
店
に
集
中
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

石
炭
に
つ
い
て
い
え
ば
、
筑
豊
炭
は
門
司
支
店
、
肥
前
炭
は
長
崎
支
店
が
そ
れ
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ぞ
れ
の
石
炭
元
扱
店
と
さ
れ
、
他
の
店
舗
は
扱
店
と
さ
れ
た
。
銅
の
元
扱
店
は

神
戸
支
店
で
あ
っ
た
。
元
扱
店
制
度
に
関
し
て
は
以
下
参
照
。
畠
山
秀
樹
『
近

代
日
本
の
巨
大
鉱
業
経
営
』（
多
賀
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
〇
二
～
二
〇
三

頁
、
二
七
四
～
二
八
四
頁
／
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
の
筑
豊
炭
販
売
」
一
六
〇

～
一
六
五
頁
／
前
掲
『
三
菱
商
事
社
史
』
上
巻
、
八
五
～
九
四
頁
。

（
64
）・（
65
）
同
、
八
六
頁
。

（
66
）
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事
業
展
開
」
六
三
～
六
四
頁
、
参
照
。

（
67
）『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
九
号
、
五
八
頁
。

（
68
）
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事
業
展
開
」
五
六
頁
、
参
照
。

（
69
）『
年
報
（
香
港
）』
一
九
〇
七
年
度
、
八
～
九
頁
。

（
70
）
同
、
九
～
一
〇
頁
。

（
71
）
同
、
一
二
～
一
三
頁
。

（
72
）
同
、
一
三
頁
。

（
73
）
同
、
一
四
頁
。

（
74
）
同
、
一
五
頁
。

（
75
）
同
、
一
一
頁

（
76
）
新
入
炭
・
鯰
田
炭
な
ど
、三
菱
炭
の
特
徴
と
用
途
・
販
路
に
つ
い
て
は
、前
掲
『
近

代
日
本
の
巨
大
鉱
業
経
営
』
二
〇
三
～
二
〇
五
頁
、
参
照
。

（
77
）
同
、
一
二
頁
。

（
78
）
同
、
一
五
頁
。

（
79
）
畠
山
秀
樹
「
三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
鯰
田
炭
坑
」（『
三
菱
史
料
館
論
集
』

第
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）
二
〇
四
～
二
一
〇
頁
、
参
照
。

（
80
）『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
一
号
、
六
六
～
六
七
頁
。

（
81
）
同
、
第
二
号
、
九
一
頁
。

（
82
）
同
、
第
三
号
、
七
六
頁
。

（
83
）
同
、
第
五
号
、
七
七
頁
。

（
84
）・（
85
）・（
86
）
同
、
第
七
号
、
六
九
頁
。

（
87
）
三
菱
の
大
冶
鉄
鉱
石
運
搬
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
門
司
支
店

の
経
営
発
展
」、お
よ
び
前
掲「
三
菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」、参
照
。

（
88
）『
記
事
月
報
（
香
港
）』
第
八
号
、
六
〇
頁
。

（
89
）
同
、
第
九
号
、
六
一
頁
。

（
90
）
同
、
第
一
〇
号
、
六
三
頁
。

（
91
）『
支
店
勘
定
書
』
Ⅳ
、
一
九
四
頁
。

（
92
）
同
、
四
七
頁
。

（
93
）
同
、
四
四
頁
。

（
94
）
同
、
一
九
六
頁
。

（
95
）
同
、
九
四
、一
三
五
頁
。

（
96
）
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事
業
展
開
」
九
六
～
九
七
頁
、
参
照
。

（
97
）
三
菱
の
二
段
階
の
損
益
決
算
過
程
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹
「
三
菱
合
資
会

社
設
立
後
の
高
島
炭
坑
」（『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
七
号
、
二
〇
〇
六
年
）、

二
〇
三
～
二
〇
六
頁
、
参
照
。

（
98
）
一
九
〇
七
年
の
下
落
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上
海
支
店
の
事

業
展
開
」
一
〇
三
頁
、
参
照
。
ま
た
、
一
九
〇
八
年
に
つ
い
て
は
『
通
商
編
纂
』

第
一
二
四
巻
、
二
五
〇
～
二
五
一
頁
、
第
一
二
五
巻
、
九
八
頁
、
第
一
二
八
巻
、

三
九
九
～
四
〇
一
頁
、
四
九
五
～
四
九
六
頁
、
第
一
二
九
巻
、
五
九
～
六
二
頁
、

参
照
。

（
99
）『
支
店
勘
定
書
』
Ⅳ
、
四
五
頁
。

（
100
）
上
海
、
漢
口
両
支
店
の
雑
貨
取
引
に
関
す
る
損
失
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
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「
三
菱
合
資
会
社
漢
口
店
舗
の
事
業
展
開
」、
お
よ
び
前
掲
「
三
菱
合
資
会
社
上

海
支
店
の
事
業
展
開
」、
参
照
。

［
付
記
］
小
論
作
成
に
あ
た
り
、
三
菱
資
料
館
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
、
京

都
大
学
、
九
州
大
学
、
大
阪
大
学
、
九
州
工
業
大
学
、
愛
媛
大
学
な
ど
、
多
く
の

機
関
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。


